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.
十
•
和
關
艰
磔
ょ
り
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れ
る
1

Sの
人
M

l

:: 

.

|

序
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.

近
世
歐
米
#
國
の
人
は
問
題
に
於
て
最
も
重
聲
な
も
の
は
敁
笙
率
遞
減
の
問
題
で
ぁ
：4

第
二
十
卷(

泯
九
丸)

死
亡
率
坩
生
^
㈱
關
の
ま
畠
. 

，



笫
ニ
十
卷.

(

六
0
0)

死
亡
率
出
生_

相
顧
の
現
象
‘ 

第
五
號 

六
六 

對
し
て
行
つ
た
反
抗
の
一
つ
で
あ
る
ビ
典
に
文
明
そ
れ
自
身
*0
前.
に
與
ぺ
ら.
れ
’た
類
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ル
ザ 

ス
の
描
‘い
た
、
人
類
の
宰
福
を
吹
ふ
摇
夢
を
一
掃
し
た
マ」

共
に
、
そ
れ
に
も
劣
、b
g
陰
慘
な
宿
命
を
文
明
の
將
來
に 

骰
か
ん
S
し
て
居
る
。然
し
な
が
ら
出
生
率
遞
減
の
傾
向
は
そ
れ
自
身
孤
獨
で
ゆ
起
ら
な
か
つ
た
。
十
九
世
紀
後
半
、 

出
生
率
の
減
少
を
見
た
各
國
^
於
て
は
：
ー
樣
に
、
死
亡
率
も
亦
減
少
し
て
居.
る
。

曲
來
出
生
率
滅
少
が
人
類
の
脅
威
ど
な
る
の
は
ッ
出
生
ば
人
ロ
の
唯一

終
局
な
る
淵
源
で
め
る
か
ら
、
そ
れ
が
人 

ロ
過
少
现
象
を
豫
表
す
る
時
に
於
て
の
み
で
あ
る
"
然
る
に
今
"
事
實
に
よ
、り
て
推
憶
し
得
る
如
く
に
、
出
生
率
の 

減
少
す
る
程
度
に
死
1
3率
の
減
少
す
る
こ
€

あ
b 
e
せ
ば
，
出
生
率
の
滅
少
は
一
槪
に
呪
ふ
ベ
多

こ
ミ 
'が
ら
で
な
ぐ
、 

其
入
ロ
に
與
へ
る
禍
福
は
ー
に
死
1
3舉
ミ
の
關
係
如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
ミ
が
考
へ
ら
れ
る
。
徒
に
多
數
人
口 

を
目
的
ヾ」

せ
ず
、
f t
#
及
■
入
の
利
福
の
爲
に
適
數
な
る
べ
き
人
ロ
が
如
何
な
る.
生
死
率
の
關
係
に
よ
つ
て
保
持
せ 

ら
れ
る
か
を
知
り
、
，y

れ
に
よ
つ
て
現
在
の
人
口
運
動
を
批
評
す
る
こ
さ
を
得
た
な
ら
ば
、
出
生
率
減
少
の
眞
意
義 

を
明
か
に
す
る
こ
^
辩
ぐ
な
い
‘で
あ
ら
ぅ
。

.

第」

圖
'(

一一

五
" 
一
|
六
頁)

は
十
九
世
紀
以
來.
の
各
國
の
人
ロ
動
態
圖
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
見.
る
に
出
生 

の
減
少
せ
る
處
に
は
同
じ
ぐ
死
亡
も
こ
れ
に
伴
ひ
"
兩
者
の
線
は
略
平
行
を
な
し
て
高
®
せ
る
を
看
取
す
る
こ
^
が 

出
來
る
。
同
様
の
關
係
は
堪
に
一
國
铞
の
人
ロ
歷
史
上
の
變
遯
の
上
に
表
は
れ
.
.る
ば
か
ぅ
で
な
く
、
よ
り
不
明
瞭
で 

は
あ
る
が
、
同
一
年
度
の
各
國
の
坐
死
率
を
比
較
す
る
時
に
も
亦
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
m
l
lBl
c
一
一 

七
&

に
於

て

、

ー

般

に

死

亡

率

の

.高
い

國

に

は

出

生

率

も

高

<
、

死

亡

率

の

概

い

_
に

は

出

生

率

も

低

い

の

で

あ

る

。

又

>
,出
生

率

は

-民
族

.、

.
-國
，家

：等

に

よ

C
V

て

變

化

あ

な

ば

.

.
か

-
-
^
'
で

な

{
、

其

.他

.
®
:
钍

會

的

な

檩

準

.

.
に

.
i
つ

て

分

け

ら

M
C く
：

C

•ロ s'.

間
'に
も
，錢
化
が
■.も
る
パ3

ビ
が
■知
ら
，れ
て
居
る
。
貧
富
、
敎
育
の
差
等
は
其
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
，0
®
A
= 

に
も
、
出
生
ビ
死
亡
の
數
ば
直
接
の
關
係
を
以
て
"
共
に
if
減
し
て
居
る
か
^

4
か
。
ff
l
し
，
こ
れ
ら
の
場
合
に 

は
、
あ
る
_
準
に
ょ
つ
て
分
類
^
れ
た
人
ロ
は
決
し
て
不
純
分
な
会
先
で
に
明
に
同
質
で
な
ぐ
，
標
氧
そ
の
も
め
が 

旣
こ
唯
對
的
の
も
の
で
あ
h
、
.且
つ
他
の
場
合
に
比
較
し
て
®:
動
、
社
會
的
暗
示
等
に
ょ
つ
て
^
果
を
權
爾
す
る
S
 

合
&>
多
量
に
存
在
す
る
"
等
の
爲
に
關
係
は
一
層
不
規
則
に
さ
れ
て
あ
る
か
も
知
.れ
な
い
。
第
三
圖
參
照(

一
一
八

頁) 

ノ

'

.
,

.

勿
論
此
.の
例
は
特
異
な
：る
相
關
狀
態
に
あ
る
も
の
.で
、
-入
口
の
移
動

"種
々
な
る
社
會
施
設
は
，」

れ
を
攪
亂
す
る
。

統
計
の
眞
實
性
も
國
家
間
の
比
較
に
於
る
場
合
，ょ
b
遥
か
に
少
な
い
の
を
普
通
ど
す
る
。

U

相
關
0
內
容

死41

樂
ど
出
生
率
ど
の
間
に
何
か
の
關
係
あ
る
べ
し
^
は
マ
ダ
サ
：ス
及
マ
ル
.サ
メ
以
前
の
あ
る
人
口
論
者
の
注
意 

し
た
所
で
あ
つ
で
、

^

洱
以
來
一
層
明
に
せ
ら
れ
、
其
後
多
ぐ
の
統
W
家
の.
間
に
亂
め
-̂

れ

で

來

た

然

し 

そ
の
：關_

は
、
果
し
て
人
ロ
動
態
の
本
來
の
性.
質
に
結
果
す
る
法
則
的
，の
も
の
：で
あ
る
か

、
.成
は
單
に
歷
史
的
又
は 

地
方
的
に
存
在
す
る
原
因
に
ょ
る
偶
然
め
暗
合
で
あ
る
炉
は
、
議
論
の
分
る
、
處
で
あ
る
。
何
^
な
れ
ば
、
s
上
與 

へ
ら
れ
た
材
料
を
舰
察
す
れ
ば
"
な

る
程
^
傾

向

は「

■
的
で
あ
つ
て
倘
然
办
晴
合
で
あ
る
ヒ
考
へ
る
に
は
あ
ま

 々

に
明
な
な
る
關
係
が
存
在
す
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
け
れ
^
も
、
®
に
深
く
注
意
す
れ
ば
、
，し
れ
ら
は
同
' 
一
®!
類
の
も 

の
^
し
て
得
ら
れ
る
限
办
の
全
て
を
悉
く
網
羅
し
た
の
で
は
な
く.
、
も
し
"
11
に
多
<-
の
統
奸
數
.字
を
得
て
を
の
全 

て
の
場
合
，に
お
け
る
兩
者
の
關
係
を
IK
察
す
れ
ば
如
何
。
そ
れ
ば
必
ず
し
'も
前
述
0-
印
象
ぜ
»
た
異
れ
る
も
の
を
與

#
一
 I

十

饴

c

六
〇.
ー)

.
死
亡
^
出
生_

相
醒
の
■現
象 

.第

.五
號 

六
七



锹
n
®
.
_ (

六
〇
.

5
死
*
#出
^

#柑
購
©
現
象
：

,

M

§

.

六
八

へ
^
如
急
れ
な
い
か.
会
れ
の
み
な
6
ず
、-'
 
興
辑
に
相
關
的
；；̂

^

^
見
^
:

驗

3>
:
;ゼ
ぢ
に
：多
<
0 (
;
例
外
。&
#
 

ふ
私
も
知
れ
な
ぃ
©
^ '
I

。
故
にw

き
に
：^
0

1
I

f

が
兩
者
の
'推
®
狀
i
ca
^
i
•働
く
力
を
生
死
平
行
一 

法
则
ビ
稱
ぱ
>_
自
^

^
集
し
た
る.
絲
許
材
料
を
以
て
#
0.
法
11
1:
的
媒
當
性
を
論
@
レ
た
|»
|
ド

d
u

a
t
f
s

 d
e  

Ja

3-
'
§
ce, 

IVO.
I
I,
辱

a

vo
'

Q.)

そ
の
統
計
材
料.
@«
雜
«

‘る
故
を
以
て
そ
の.
結
論
は
1
部
め
學
者
の
間
に
.疑 

間
を
以
て
迎
'
へ.
、ち
れ
疗
。 

：

生
.死
の
栩
腳
現
象
は
法
則
的
，f

般
性
の
も
0P

あ
つV

職
し
い
例
外
，は
.外
因
の
作
用
化
ょ
4
攪
11
で
あ
る
か
々
*
 

來
の
主
張
考
の
論
據
は
"
事
實
ょ
i

し
た
る
.推
定
に
す
ぎ
な
い
か
ら
"

C
0
.
现
象
を
•一
 

般
性S

も
の
で
あ
る
-
主
張 

す

4
こ
ビ
は
出
來
て
も
，
夥
し
い
例
外
を
例
外
な
：办
き
す
る
に
延
る
明
な
理
*
を
身
へ
な
い
の
で
あ
る
.。
こ
れ
ら
が 

外
因
に
ょ
る
榄
亂
で
あ
る
こ
之
を
疋
當
に
論
じ
得
る
爲
^
は
"
如
何
な
る
狀
態
を
起
す
も
の
が
人
ロ
述
動
ホ
來
の
原 

»
で
あ
る
か
を
^
に
し
て
、
こ
れ
：に
ょ

*0
.
て
外
因
な
る
威
以
_

71
>

?

^
れ̂
ば
.な
ら
な
、い
。

f

ば
、
そ
の
現
象
は 

單
に
做
然
の
^
合
で
あ
る
か
。
反

對

藝

の

理

电

は

M:
.に
消
®
的
f

t

,
そ
し
て
偶
然
に
符
合
を
生
せ
し
め
る
べ 

&
,お
る
原
因
に
つ
い
て
は
少
し
も
語
ら
な
い
。
兩
乾
#

れ
も
不
完
佥
な
論
述
で
は
あ
る
が
、

あ
る
一
部
分
に
つ
い
て 

說
明
を
與
へ
得
る
^
け
で
も
前
者
の
_

®
は
、
眞

實

a
に
近
ぃ
も
の
で
は
，あ
：.る
，ま
い
.か
o

か
>

る
歸
納
盼
論
決
の
當
否
'を
判
斷
す
る
に
.は
、
人
ロ
運
#
本
來
の
，原
酸
ほ
«
.で
^
^
如
何
な
る
形
態
に
ょ
つ
て 

作
用
す
る
か
を
演
繹
的
に
明
に
し
て
，、
其
，結
纸
ビ
し
て
姐
る
本
來
0;
.動
態
.が
如
何
に
相
關
瑰
象
を
肯
定
し
又
は
否
定

す

る

か

を

檢

討

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

も

.じ
相

1
现

象

の

.例
外

の

事

實

が

こ

れ

.ら
以

外

の

：要

因

の

作

用

に

ょ

る

程

. 

R

如

何

に

よ

つ

で

益

々

；例

外

的

：，
ど

な

る

傾

何

を

示

す

な

，ら

ば

、

.
は

-
じ

泠

て

、

ぐ

れ

坟

外

s
t

d

づ

て

攪

氰

さ

れ

.k

t

の

_で

る

，

It
マ
U
.
,
が

2

へ

i
.
v
j
.

共

じ

、

.然
ら

ざ

.る

咏

は

係

以

外

み

.
；
る̂

關

係

が

本

來

の

も

の

な

る

，ぞ

發

見
 

す
る
る
ど
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
何
故
な
ら
ば
出
生
率
‘及
死」

し
筚
は
人
ロ
動
態
の
第
，
.
ヤ.
次.
的
旅
因
で
あ
つ
1:
、
人
口

め
動
態
を
規
定
す
る
法
則
は
第
一
に
而
し
て
終
局
的
に
生
死
率
を
支
配
す
る
，
2

を
通
しV

人
口
動
態
を
規
定
す
る

か
ら
セ
あ
石
o 

.
'
 •

:

私
有
財
產
制
度
の
社
#
に
め
つ
て
、
家
許
上
：
.
一.
切
^
!

！0
補
助
を
受
け
な.
い
：家
嫉
の
人
：員_
は
あ
る
生
：活
程
度
及
あ 

，る
收
入
に
つ
い
て
一
定
で
あ
る
：。
收
入
u

s

が
な
く
し
て
■生
辯
程
度
i
:
ま
る
ビ
す
れ
ば
f

能
扶
養
人
員
は
減 

少
し
、
こ
れ
が
低
下
す
れ
ば
そ
れ
は
^
加
す
る-
^
®
0
方
面
か
ら
作
用
ず
る
場
合e

省
间
櫞：

で
あ
る
。
そ
し
て
其
可 

能
扶
養
人
數
.は
社
*
的
生
理
的
方
法
に
ょ
つ
V
1

0
挟
養
入
數
e
tt
ら
ぅ
芯
ず
る.
も.
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
扶 

|
^
<

は̂
無
制
限
紀
增
‘減
し
得
る
も
の
で
は
な
い
o
又
そ
れ
，が
無
制
限
に
減
少
す.
る>  
?:
が
«:
來

な

い

.如

く

に

组

洁

'襲

は

無

麗

に

準

ず

る

こ

ピ

は

象

な

い

o . 

'

'

こ
，れ
等
の
も
の
は
相
a

に
1
^
*
の
方
向
か
ら
作
用
し
-1
:
抉
養
^
數
を
定
め
る
。
反
對
の
.方
向
か
ら
す
る
作
用
は
如 

何
な
る
形
態
^
^
る.
か
6
生
洁
程
度
は
：低
下
す
る
こ
ビ.
を
好
ま
な
い
<0
少
く 
€
も

，そ

め

現

狀

維

持

は

人

«

に
常
|
 ̂

る
觸
槊
で
あ
う
て
、
而
も
、
敎
育
の
迤
步
民
虫
思
想
0.
發
達
：せ
る
社
會
で
は
そ
の
上
進
は
：明
に
恒
常
的
傾
向
で
あ
る
。 

又
結
婚
せ
ん
ビ.
す
名
a

M
w
自
已
生
^
|̂
|0.

次
^
*
る.
強
烈
な
慾
馨
で
あ
：̂

^:

子

女

：
の

出

生

.
は
其
結
果
さ
し
：て
起
b 

.
又
同
時
に
兒
愛
心
に
ょ
つ
て
促
進
さ
れ
る
。,」

の
生
活
程
度
上
進
の
意
患
£
家
族
數
：の
塯
加
せ
ん
^
す
る
傾
向
^
は 

.
相
苴
に
皮
對
め
^

1
：

に
作
用
し
て
あ
る
：̂

家
族
數
の
：上
：̂
举
§

穑
名
ノ
*
の
場
合
兩
者
の
作
用
0
相
對
的
な 

.

^
0
^
4 V

、
成
找
象
藤
數.
が..
ょ
令
多
：く
堉
姻
傾
^
^
影
響
を
ぅ
'»
^
增
灿
-
^
成
».
±:
办.
多
く
生

5̂
^
度
上
锥

$

i
 

，

(

ふハ
i

) 

. 

墨

做

奕



第

二

十

卷

(

六
〇
•四)

：

死
亡
槔
出
生
率
相
關
ぬ
現
象
:

. 

第

泯

號

七

Q
.

意
恩
め
影
響
を
ラ

け
て
增
加
を
:1
:ぅ
少
ぐ
し
成
は
減
少
す.
る
か
も
知.
れ
な
：い
。
然
し

，
'も
し
收
入
が
久
ム
く
變
動 

し
な
い
で
あ
る
場
合
に
は
、
象
族
數
增
加
の
傾
向
^
、
生
活
#
^
維
持
の.
欲
望
に
ょ
：-0
て
、
：甚
だ
カ
强
く
抑
へ
ら
れ

る
.
。
• 

V':: 

;

•■
■
ン
：
ン

I

國
の
人
口
は
家
%
上
外
部
の
補
财
を
ぅ
け
な
い
家
族
0
家
1

を
膦
大
し
た
も
の
に
譬
べ
る
こ
ビ
が
出
來
る
。 

其
產
業
挟
術
產
業
龃
織
即
ち
經
濟
條
件V

社
#
制
度
に
鐵
動
な
ぐ
移
住
も
な
し
ぞ
す
れ
，ば
成
員
た
.る
個
々
の
家
族
の
. 

中
に
働
く
ニ
つ
の
反
對
作
用
の
强
弱
は
大
數
現
象
に
ょ
つ
て
平
均
さ
れ
る
か
ら
"
人
口
數
に
變
動
が
起
ら
な
い
の
が 

普
通
で
あ
ら
ぅ
。
人
口
數
に
變
動
な
か
ら
ん
が
爲
に
出
生
率
<?
'

」

死
亡
率
は
同
1
で
あ
る
，一

を
.要
す
る
o

か
、
る
制
' 

限
的
條
仲
に
於
て
年
々
戀
動
す
る
死
亡
率
出
生
率
を
結
ぶ
線
は
同
一
で
あ
る
。
增
加
率
は
零
で
あ
る
。
死
亡
率
及
出 

生
率
は
完
佥
に
平
行
す
る
.

(

數
學
的
の
意
味
で
な
く
通
俗
的
に)

。
.移
住
な
く
".經
濟
條
件
社
會
條
件
が
殆
ん
ざ
固
定 

に
‘近
い
ま
で
に
徐
々
S
し
て
進
み
つ
、
あ
つ
た
中
世
紀
の
：人
d
-は
こ
の
場
合
の
例
に
近
い
。

D
om

esd
ay  B

o
o

k

に
ょ
れ
ば
英
蘭
及
威
克
の
人
口
は
，千
丄
ハ
十
六
年.
に11.

百
十
五
萬
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
七
世
紀 

半
を
©
し

て

九

百

十

五

^

(

一
 
八
〇
ー
年)

に
#
加
し
た
。
其
後
の
一
世
紀
_

に
之
を
三
千
七
百
萬
に
增
加
せ
し
め 

た
、
康
業
革
命
起
り
て
年
旣
に
久
し
く
、
牧
場
の
英
國
が
商
人
さ
3 :
場
の
英
，國
^
轉
化
し
，
.
つ
、
あ
る
時
代
に
於
て
然 

K
に
數
®
紀
を
溯
つ
て
行
つ
た
な
ら
ば
、
人
口
の
增
加
は
停
北
狀
態
に
あ
り
し
を
見
る.
V 
€
が
出
來
る
で
あ
ら

ぅ
。 

.
■ 

' 

. 

' 

.ハ

■:

:
.

.

:

.

此
，豫
想
に
.證
明
を
與
'へ
る
も
の
は
我
國
{|
川
時
代
の
人
ロ
，で
ゼ
る
.
,0
本
皮
博
±
.
の
#

證
調
製
に
か
：、
务 

十
J

年
間
の
人
口
は
殆
んV

」

停
止
狀
旗
に
あ
る
o
.

(

碰
細
^

^

^

^
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^

然
も
其
久
し
き
間
指
數一

〇
J1、

實
數
ニ
千
七
西
ニ
十
萬
臺
を
« -
ぇ
る
こ
す
な
か
り
し
人
ロ
は
幕
末
の
_
革
ビ
共 

.
R
明
治
元
年(
千
八
^
六
十
八
年
'

)

に
民
數
調
奄
の
诞
域
擴
張
に
.ょ
つ
.て
三
千
三
存
萬
を
算
：へ(

國
民
年
鑑
大
疋
十
四 

年
、
十
;1
頁
>
た
る
ょ
ぅ
以
來
內
地
人
：ロ
六
千
寓
に
趣
，な
ん
さ
す
る
.今
日
を
來
し
た
。

S

相
謝
現
象
觀
察
の
諸
條
件
：

.

然
し
な
が
ら
、
現
在
や
>
信
賴
す
る
.に
足
る
統
計
的
硏
究
の
對
照V」

な
り
得
る
社
會
に
於
て
は
か
、
る

近
似
例
を 

M
出
す
こ
マ」

は
出
來
な
い
。
何
ど
な
れ
ば
人
口
數
を
決
定
す
る
一
一
つ
の
®
素
、經
濟
カ
.及
：生
活
程
度
は
常
に
變
動
し
つ 

、
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
.た
^
常
に
獨
立
し
て
或
は
相
關
的
に
變
動
し
つ
く
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
變
動
は 

對
象
人
0
の
異
な
る
每
に
異
つ
た
時
間
に
‘興
つ
た
程
度
で
#
用
す
，る
。
あ
る
人
0.
統
»
は
そ
の
成
員
の
個
々
及
び
集 

圈
に
上
述
の
如
く
祓
雜
に
作
用
し
た
變
動
'の
結
果
の
集
成
で
.あ
る
爲
、
個
：々

の
個
人
及
集
幽
の
ぅ
け
た
影
響
は
相
没 

さ
れ
：牛
均
さ
れ
大
數
現
象
の
中
に
沒
し
て
し
ま
ふ
.

故
に
あ
る
事
項
を
知
ら
ん
ビ
す
る
時
に
用
ふ
る
統
tl
-
が
、
そ
の 

S

M
に
つ
い

て
成
員
一
般
に
及
ぶ
類
似
的
傾
向
の
有
無
も
し
く
は
程
度
に
關
心
な
ぐ
調
製
さ
れ
て
あ
れ
ば
あ
る
だ
け 

其
統
計
は
其
事
項
^
つ
い
て
.の
眞
相
を
語
ら
な
い

。

換
言
す
れ
ば 

> 
其
事
項
に
つ
い
て
咙
員
の
.f

般
に
作
用
す
る
力 

の
®V」

最
S
が
一
般
的
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
結
果
ミ
し
て
現
れ
る
大
數
現
象
は
事
實
^
;明
に
投
影
す
る
も
S
認
め

る
こV」

グ
江
來
る
の
^

あ
る
。
今
日
入
d

動
態
.を
.輪
す
る
爲
{2
用
ゐ
ら
れ
、
又
、
論
者
自
ら
に
；ょ
つ
て
數
字
の
配
列 

を
變
へ
て
調
製
せ
ら
れ
る
統
計
が
、
必
中
し
も
人
口
.動
®

を
規
定
す
.る
可
變
氣
與
を
潁
傲
し
出
生
傘
死
t

率
の
0

係

*ぞ
示

す

目

的

を

以

て

正

し

.
-
'
—
餌

製

3
れ

て

ゐ

る

〜

.は
骒

七

.

.
難

い

，

故

に

如

何

な

み

8
計

敦

字

も

、

.
谩

然

,
v
c 

M
列

さ

れ
 

る

だ

げ

な

ら

ば

、

生

死

の

關

係

を

證

明

す

る

こ

ビ

も

杭

論

す

る

こ

ビ

も

出

來

な

い

の

で

め

る

。

‘

人
口
が
恒
數
で
あ
る
場
合
に
は
變
動
の
隼
は
歷
史
的
に
.も

地
珊
的
に
も
そ
の
ま
、
用
ひ
ら
れ
ゐ
け
れV

」

も
、

そ
れ 

が
變
動
す
る
場
合
に
は
變
動
率
は
あ
ら
ゆ
る
種
々
な
る
大
き
さ
を
取
つ
て
變
化
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
變
锄
«
が
地
趣
的 

成
は
歴
史
的
に
變
化
す
.る
度
合
だ
け
、
生
死
率
，は
地
珊
的
或
は
歷
史
的
に
不
規
則
關
«

に
：お
か
れ
る
9
も
し
も
、

こ 

の
：不
規
則
な
關
係
を
產
み
出
す
原
因
が
觀
察
に
よ
つV

機
亂
.的
偶
素V」

し
て
入
‘ロ
M
#
本
來
の
荽
素
か
ら
别
に
認
め 

ら
れ
る
な
ら
ば
、如
何
に
不
規
則
關
係
が
頻
繁
且
大
き
く
あ
.つ
て
も
、
其
不
規
則
な
現
象
を
通
し
て
猶
あ
る
規
則
的
な 

關
係
を
認
め
る
Z

す
♦か
出
來
る
の
で
あ

る

。

要
は
ヰ

攪
亂
韵
偶
素
な
る
べ
し
ざ
考
へ
ら
れ
る
事
項
の
等
質
等
蹵
把
包 

含
せ
ら
れ
る
統
計
擻
字
を
多
数
に
調
製
し
て
"
果
し
て
同
じ
方
向
に
等
し
き
程
度
に
.

て
不
規
則
現
象
が
，中
ず
る
や 

否
や
を
觀
察
し
得
れ
ぼ
よ
い
の
で
あ
气
而
し
て
'

實
際
に
か
、
る
鯈
伸
に
完
全
'|
:
適
合
す
る
統
計
を
得
る
こ
ビ
於 

不
可
能
ふ
す
れ
ば
、

こ
の
條
仲
に
接
近
す
，る
こ
ど
大
な
れ
ば
大
方
る
ほ
：

V」

近
似
す
る
不
規
則
現
象
が
生
ず
る
や
杏
や 

を
相
對
的
に
®
擦
す
る
よ
$
他
に
な
い
。
第
二
圖(

一
二
七
頁)

に
於
け
る
や
ゝ
木
规
則
な
る
生
死
の
關
係
を
、
組
合 

せ
の
變
E
に
よ
つ
：て
鹩
阐
園(
一

ー
九
頁)

の
如
ぐ
種
々
な
る
關
係
に
表
は
せ
し
め
た
"
0)
-2
り
順
次
そ
の
_

係
：が
不 

规

則

狀

態

.1
6
免
る
、
に
つ
れ
.て
組
合
せ
の
中
に
舍
ま
る
S
國
に
存
在
す
る
人
口
狀
態
を
支
配
す
る
要
素
が
等
質
等 

.量
の
方
向
に
接
近
し
つ
、
あ
る
傾
向
を
察
知
す
る
の
は
雛
ぐ
な
い
こ
^
で
あ
る
"

.

各
國
間
に
存
在
す
る
諸
：要
素
が
等
質
等
量
：に
接
近
す
る
こ
ビ
は
，
こ
れ
を
觀
察
す
る
こ
ヒ
\
同
欉
に
至
難
の
：業
：
 

に
®
す
る
。
何
人
も
人
ロ
現
象
の
如
き
：複
雜
な
る
社
會
瑰
：象
の
質
成
：以
量
：の
差
同
：を
證
明
ず
る
に
充
分
な
J
明
確
な

第
一1

十

卷

(

六
0
七
3
;

- 

第
五
驄
.
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死
亡
.f生

！
-

相
蹄
の
現
象
.
 

第

五

號

，
七
西

絕
對
的
な
說
明
を
下
す
之
^
は
出
來
な
い
。
之
に
較
：ぶ
れ
ば
、..I

國
0
人
0:
運
動
0
歷
：史
的
觀
察
は
ょ
^
容
易
で
あ 

る
。
勿
論
こ
れ
S
雖"

I:

國
は
一
年
を
隔
つ
れ
ば
;,
^
%
单
同
'一
狀
態
に
は
居
ら
な
い
。：
變
«!
は
：前
進
後
退
た
ぺ
ず
行 

.は
れ
を
。
然
し
な
が
ら
又
之
S
同
時
に
生
活
程
度
も
そ
の
方
向
に
變
動
し
て
社
會
戕
態
經
濟
狀
態
の
變
動
に
ょ
る
人 

ロ
.急
增
の
'傾
向
を
妨
げ
る
か
ら
、
も
し
も
か
、
る
戀
動
が
相
當
の
久
し
い
期
間
に
亘
0

て
規
則
的
で
あ

る

な

ら

ば
> 

人
口
變
動
率
も
亦
规
則
的
で
あ
：る
で
あ
ら
ぅ
P

こ
の
場
合
や
、
规
則
的
{;
現
は
，れ
'る
變
動
率
は
南
者
の
關
係
に
如
何 

な
る
說
明
を
與
へ
る
か
。

相
當
な
久
む
い
猢
問
の
間
規
則
的
で
あ
る
.
t、J
は
即
も
變
動
が
緩
徐
で
為
る
こ
と
を
含
む
。
何
故
に
久
し
い
期
間 

な
る
を
要
す
る
か

。

蓋
し
人
ロ
現
象
は
決
し
て
假
定
：的
な
人
ロ
法
則
が
'公
式
.

^
示
す
や
ぅ
に
各
力
の
變
'動
が
直
接 

に
成
は
即
時
に
作
用
を
蒙
ら
せ
る
の
で
な
い
◊

六
ビ
へ
ば
出
生
を
促
す
あ
る
變
動
は
少
く
と
も1

年
を
經
過
し
な
け 

れ

ば

霞

に

？

し
S

れ
な
い
。
幼
兒
I

I

增
加
I

し
て
出
生
率
が
霖
さ
れ
る
I

、
そ
の
實
際
の 

結
*
は
少
く
ビ
も
二
十
年
乃
至
三
十
年
の
期
間
を
要
す
る
の
，で
あ
.る
。
然
る
！4
こ
-0
間
に
於
：て
：も
し
經
濟
的
社
會
的 

變
動
が
不
規
則
で
あ
り
急
激
で
あ
る
な
ら
ば
、
'積
極
的
な
影
響
を
與
へ
る
作
用VJ.

消
極
：的
な
，影
響
を
與
へ
る
作
用

 ̂

が
交
互
に
働
い
て
其
大
數
現
象
を
無
意
義
な
ら
し
め
る
。.
第
一
圖
に
於
て
十
九
世
紀
末
に
於
て
順
次
規
則
的
に
向
a 

つ

S
あ

る

生
死
率
の
®'
!

係
が
何
放
前
半
に
於
て
か
く
も

不
規
則
で
あ

る

か

。

思
を
こ
.、
に
：

致
す
な
ら
ば
、
前
串
の
@L
雜 

な

る

狀

態

を

以

て

後

半

の

规
則
な
る

こ

マ」

を
偶

然

な

り

W

定
め
る
こ

.
V
」

は

出

來

な

■い

o,
、M

a
y
Q
&

m
m

l

が

引

用

せ

る

ド

ィ

ッ

の

.統
計

家

は

四

十

五

苹

の

間

の

出

^
及

死

4
_
3
の

仙

線

を

比

較

し

て

次

の

結

.論
を

下

し

て

居

る

が

、

こ

れ

芷

し
 

乂 >
』

0

點
.を
.淆

過

：せ

？

<>

不

注

意k

よ
つ

，
て

起

つ

た
.も

の

：
.で
'は
负
る
去
ぃ
か
。「
高
き
出
注
摩
は
同
年
又
は
次
$

ね
於
け
‘：

る

.高

.き

.死
亡

.摩
に

.對
應

す

る

.
1

•
考

へ

ら

る

係

を

生

死

率

の

.

.
間
に

.發
見

せ

ん

.
^
-

>
す

.る
；

r
v
.
v
v

は

〕

不

.'
可
能
で

.，
ゐ

.

.
る
。

.. 多
：.：.：. 

く
の
年
に
於
て
出
生
の
4-
い
年
は
死
亡
率
の
低
さ
年
と
ー
致
し
♦
ヌ
低
き
出
生
率
は
高
き
死
亡
率V 」

一
致
し
、
或
は 

低
き
出
生
率
が
高
き
死
亡
率
の
.次
に

來
る

.」

£
は
一
.層
普
通
で
，

あ
：.

る
？

.」

れ
あ
る
年
の
經
濟
的
繁
榮
は
.出
生
率
を 

咐
す
さ
电
に
死
亡
率
を
減
ず
る
も
の
な
る
こ

ど
を
指
示
す
る
.や
ぅ
に
考
へ
ら
れ
る
。」

、(
M
a
y
?
S
m
i
t
h

 : 

Statistics 

a
n
d

 sociology. 

N
e
w

 

Y
o
r
k

 

100
9
6
, 

pp.. 

1
3
9- 1

4
0
,
)

凡
そ
前
言
甘
る
が
如
ぐ
故
；意
に
兩
者
の
關
係
'の
不
規
則
な
る
.
 

こV 」

を
證
明
す
る
爲
の
統
計
•材
料
を
雜
■
す
る
乙
ど
は
易
々
た
る
業
で
あ
る
«
單
に
英
國
に
：例
外
的
年
度
が
何
囘
あ 

り
し
を
筧
へ
又
は
論
述
の
材
料
を
示
さ
中
し
て
統
計
家
の
結
論
を
引
照
す
る
の
み
で
，は
：相
圓
關
係
を
否
定
す
る
こ
€ 

が
.出
來
な
い
。
现

にT
h
e
‘Malthusian 

L
e
a
g
n
e
,

「

®
t
s
«
^
D
r
.
c
. 

v
‘ 

D
r
y
s
d
a
l
e

は
生
死
率
相
關
現
象
に
對
し 

V

生
死
率
平
行
法
則
な
る
呼
稱
を
與
へ
な
が
ら
そ
の
作
用
を
出
生
率
が
：死
亡
.率
に
作
用
す
る
11
係
に
於

て
認
め
る
ば 

か
り
で
、
反
對
の
場
合
に
は
：消
極
的
關
係
を
さ

へ

生

ず

，る

ざ
論
：じ
、
高
|
死
亡
率
は
猶
き
出
生
率
を
促
さ
せ
る
？
苯 

つV

居
.る
0
こ
れ
明
に
、
.加
«
せ
ら
れ
て
.あ
る
如
く
ゥ
高
ぎ
死
亡
率
ば
木
良
^
名
：生

活

狀

態

が

結

她

を

妨

げ

、

子

* 

を

欲

す

る

慾

®

^

妨

ぐ

る

故

に

低
&
出

生

率

を

作

る

」

の

意

.で

あ
.9
て

經

濟

的

：條#
の

薇

變

を

相

關

現

象

杏

.認

の

論 

據VJ

な
す
の
で
あ
る
。
か
、
る
論
據
に
ょ
つ
て
知
名
な
^
學
翁
の
多
く
^
相
關
關
係
を
否
定
す
る
に
业
る
な
'ら
ば
/>〕 

の
關
係
の
存
在
を
認
め
る
^
.つ
い
て
何
の
困
雛
を
も
興
へ
梅
S
押
で
.あ
：&
ぅ
。<:p. V. D

r
y
s
&
l
e

 : 

T
h
e

 

Malthusian

上
述
^
條
#
に
適
ふ
狀
1
は
更
：に
.次
め
諸
，點
^

^
い
て
1
足
で
あ
れ
ば
あ
る
程
爾
計
は
容
易
^
眞
相
を
表
は
し
得 

る
の
.で
.あ
る
。
.第

一

1C
.衞
生
狀
態
の
良
好
な
る
こ
汽
丨
衞
叢
_
妒
良
好
で
あ
れ
ば
1

は
规
則
的
で
あ
る
。
.然
ら 

策U

十
卷
' 

C

六
.Q九)

，

死
亡
雖
望
串
相
观
の
現
象
：
 

第
.暴

0



笫

二

十

卷(

六
1
9 

f

i

i

I

0

1
 

第M

魷 

七
六 

ざ
る
場
合
、
死
£
は
»
會
的

^
2
;で
あ
る
-ょ
み

1
:層
自
然
的
事
實

£-
な
.名
が
.故(

に
>

«
俞
め

1|
知
せ

.ざ
：る
偶
發
的
原 

因
の
爲
に
苑
亡
率
は
不
*
.に
_
動
す
名
。
元
來
出
生
率
は
敏
會
的
現
象
で
あ
つ
て
た
ー
へ
中
死
&
率
に
ょ
る
人

0
:め
間 

隙
を
充
す
べ
ぐ
增
加
す
る
け
れ
.ど
も
"
其
め
間
に
た
へ
中
大
な

.る
不
規
則
的
變
動
の
跡
を
の
こ
す
の
で
あ
る
。
但
し 

か

>
る
場
合
に
も
長
期
間
：の
.平
悔
に
ょ
.る
»
ら
ぱ
こ
れ
ら

0
戀
動

^

.'
■
第
-—
*
一
に
"
經
濟
生
活
荩
社
會
生
洁
が
高
度
に
發
達
し
て
雇
る
'こ
さ
は
此
：：0
關
锡
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
。
然

-'
:
&ざ
る

，

 

場
合
に
：；は
人G

の
'經
濟
的
^

^
は
甚
だ
し
く
自
然
力
に
賴
，る
こ
ヒ
多
い
爲
、'第1

0
場
合
.に
於
け
：る
ビ
同
襪
に
出
生 

舉
死
亡
傘
は
不
規
則
に
且
無
關
係
に
®
動
す
る
か
も
知
れ
な
：い
。：
自
然
界
0
變
動
に
ょ
^
4:
«
濟
的
制
：限
が
澎
響
を 

蒙
る
こ
ミ
は
，
人
爲
の
社
會
的
變
勸
に
ょ
つ
て
斯
く
す
る
ビ
大
差
な
き
が
如
く
考
へ
、ら
れ
る
け
れV

J
i
、

後
者
が
或 

程
度
秦
で
.銃
制
し
得
る
に
か
く
わ
も
ず
、
前
者
は
統
制
し
得
な
い
0
み
な
ら
ず
社
#
的
事
情
に
全
く
無
|1
係

：で

：ぁ

；る
 

こ
ぜ
に
大
な
る
#
異
が
あ
り
又
大
な
る
不
规
則
の
原
因
？
な
る
.理
由
が
あ
る
。
戰
辦
ミ

.
第
这
に
、
移
住
な
き
.》

出
生
き
死
亡
は
入
口
連
動
'の
あ
6
ゆ
る
原
因
で
な
い
。
_
住
は
こ
れ
に
童
要
な
る
變 

化
-を
與
へ
る
。
こ
の
場
合
に
：限
ら
す
、
移
住
を
席
別
す
る
こ
ミ
な
ぐ
し
て
人
ロ
動
態
奢
考
べ
る
な
ら
ば
、
死
亡
出
生 

は
全
く
無
意
義
.に
な
つ
て
し

，ま

ふ

で

％
ら
ぅ
。
即
ち
#
入
ゆ
時
に
其
國
の
.

^
率
が
出
生
率
ト
1

超
*
し
な
が
ら
入 

ロ
咐
加
.を
結
果
せ
し
め
る
。
故
に
甚
人
は
死」

し
出
生
は
人
.ロ
動
態
決
定
の「

^

1

次
的」

避
素
で
あ
る
？
^

つ
な
の
で

J
'P
H
U
S 

w
p
l
f

は

w

e

t
 .
が
出
迚
率
減
少
を
M

t

.の
滅
^

^

i
づ

--
t
能

如

し

る

を
.

^

し
.て
仙
生
じ
か
\

る
I
 

.

1
_
_
l
l
l
h
i
f
c
r
E
L
h
r
k
E
i
f
c
i
i
r
i
1
b
B
g
i
B
5
l
i
w
i
i
8
i
i
i
=
B
l
B
B
I
B

-
_—

_
_

—
•rrmrnn

-
_

负

的

の

性

®

な

き

を

&
横

し

之

を

7.

八

'九

.1

年

丨

九

十

五

年

l

b
千

九

百

一

萍

—
五

雄

！
じ̂

各

國

に

於

て

經

驗

し

た
 

る

.婴
记

死

亡

举

S
出

生

率

マ

」

の

•狨
少

程

度

の

$
规

則

な

る

を

以

て

.晴
明

し

>

「

相

關

狀

顔

沪

！

般

的

經

驗

w
ら

ざ

る

」

 

こ
ミ
を
說
い
て
雇
る

(
G
e
b
u
r
t
e
n
r
c
c
k
g
a
n
g
,

 

J
s
a

 

I
9
-.I2

, 

s
.

 

1
.3

ム

4
)
。

彼

の

抗

議

は

彼

が

材

料

ビ

す

る

統

钟

の

配

列

を
晃
れ
は
根
據
@
薄
弱
な
る
こ
4
を
曝
露
す
る
ド
彼
呔
こ
の
不
規
則
な
る
關
係
：を
瑰
§
ん
.が
爲
1;
,

ぐ
ン
ガ
？ W

フ

5ス
y

ス
ミ
オ
ラ
ン

ダ

ヾ

」

セ
ル
、ビ
ヤ

ミ

ス

ゥ
ィ
ス
を
其
ま
：.、
の

順
. »

に
配
列
し
吏
に
そ
の
他
の
1
般
歐
洲
各
_
ミ
濠
洲

§

六
#
方W

を一

‘
括
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
し
ぐ
農
業
國
^
じ
.て
人
ロ
堉
规
«

々
^

る
0

现

由

を

以

て

，印

度

ミ
イ
ラ
ン
ス
せ
> 
支
那
す
ァ
J

,

ラ
ン
：ド
ど
0
出
生
率
を
同
1
視
す
る
類
0 -
.誤
謬
で
あ
^'
。
第
五
圖(

1
ニ
O
頁)

に
-

其
統
訃
歟
字
を
怍
圖
し
た
。

.

,

■'
饱
四
に
、
第1

1
0.
場
合
に
於
て
の
み
な
6
t.
,
大
數
現
象
の
.现
論
に
も
S
づ
い
て
V
甚
だ
し
く
異
質
で
な
：い
限
>
 

敬
似
せ
る
現
象
の
'平
均
は
、
現
象
©
紙
が
多
げ
れ
ば
#
い
だ
け
、

JE
し
い
大
勢
を
描
き
出
す
の
で
あ
.る
。
要
^
る
に
へ 

統
訐
は
與
質
異
最
の
瞒
會
的
及
個
人
的
1

が
人
1
:
1
.
成
員
も
し
く
«

_
間
.
0填
位
に
與
へ
た
影
響
に
ょ
つ
て
常
に
變 

齡
を
受
け
る
。
又
人
ロ
_瑰
象
は
11
接
即
時
的
に
因
果
關
係
を
實
§
^
し
メ
な
い
で
、
.存
在
す
る
條
仲
の
興
な
る
に
從 

つ
て

あ

ら

^
る

程
度
で
方
法
ど
時
勝
？
ぞ
蹄
應
甘
：し
め
る
の
1?
,
あ
る
'
9故
に
細
何
^
理
想
的
な
統
訐
歡
字
が
如
何
に
：
 

理
錄
盼
な
條
伸
を
有
す
.を
»
會
に
つ
'い
て
得
ら
'れ
て
も
、
そ
れ
.ゆ
必
ず
し
も
出
生
半
及
死』

し
率
：の
相
關
關
係
を
^

?
 

なi

で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に
米
田
博
士
«
次
の
如
く
云
ふ
。「

死
亡
率
を
出
生
率
さ
:の
：所
謂
平
行
的
»]
係
な
る
も
の
は
、 

十
年
«

0:
■平
挣
に
つ
：い

て

見
る
.も
、以
上
の
べ
し
が
如
く
少
數
§'
國
に
，於
て
比
較
的
.に
明
白
：に
|
|め
：ら
る
、
に
止
り
、 

多
數
&

»
は
於
て
«
不
糨
確
で
あ
る
が
、
觅
に
：每
年
の
狀
靡
は
づ
>い
て
見
れ
ば 
一

»
不
精
確
.で
お
る
。
-否
ぬ
平
行
的

邻
ニ
十
熘
ハ
六
二)

.

死
亡
率
出
生
_
秕
關
0 :
魂
象 

•
第
.五

號

-

七
七



't
.
l
f
卷

.

(

六
ニ一

)

死V

嚣
坐
率
'相
關
の
現
象 

：
第

五

铖

七

八

關
係
の
存
在
は
疑
は
し
S

K
ひ
得
ら
れ
る
.か
ビ
思
ふ
。…

.
：
死
亡
率
ざ
出
坐
率
ぎ
の
_

行
$
茇
ふ
こ
€
は
長
き
期 

間
を
®

av

し
て
：觀
察
す
：る
場
合
極
大
體
上
に
於
て
認
め
得
ら
る
く
{;
.過
ぎ
な
い
'のp

 

*
,か
、
る
場
合
^
於
；，て
も
決
；
 

し
て
.精
確
’な
も
.
Q
で
な
い
。
而
し
て
詳
細
に
つ
い
で
舰
察
す
る
場
合
> 
例
：へ
ば
一
個
年
.を
單
位W

し
て
.見
る
#
<
ロ
に 

は
勝
ん
ざ
之
を
認
め
る
，」

ざ
"か
出
來
な
い
の
で
あ
る
C
さ
れ
ば
吾
人
は
，假
令
此
法
則
を
，承
認
ず
る
ビ
し
て
も
、
其
は 

唯
極
大
體
上
に
於
て
多
少
の
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
ぃ
本
の
に

し

て

、
決
し
で
實
際
上
_

確
な
意
義
を
有
す
る
も 

のW

考
へ
て
は
な
ら
な
い
.の
で
あ
る
。」 (

米
田
庄
太
：郞
博
士
箸
、'
現
人
0

問
題
':

ー
六
ル
^
—
九
肾)

」

線
返
す
ま
で
も
な
く
博
士
の
こ
の
異
說
に
た
い
し
て
は
.，
前
述
相
關
現
象
觀
察
の
諸
條
件
の
1
.つ

を

双

て

答

_

し 

得
る
，J 
く
で
あ
る
が
、
31

に
、
短
期
間
の
觀
察
が
長
«]
問
の
觀
察
に
此
し
で
1»

係
を
>|
?

规
則
な
ら

し

む

る
を
：理
由
ヒ
し 

て
、
こ
の
現
象
の
成
資
を
論
纖
す
る
こ
ビ
は
吾
人
の
理
解
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
ゼ
共
に
、
こ
の
現
象
の
存
狂
を
主
賬 

す
る
論
檄
を
少
し
も
；

i

め
な
い
も
の
で
あ
る
。
大
數
现
象
の
原
則V」

し
で
計
算
さ
る
べ
き
對
象
は
瞬
間
的
に
は
多
擻 

な
る
を
'よ
しV

J

し
，
時
間
的
に
は
長
期
を
よ
し
さ
す
る
.。
.こ
れ
に
ょ
つ
て
例
外
は
抹
消
さ
れ
.る
か
ら
で
あ

る

。

そ
れ 

S
同
時
に
、
多
數
な
る
-

長
期
な
る
こ
ミ
は
、
こ
れ
に
よ
：り
て
計
算
の
中
に
含
ま
さ
れ
る
異
質
分
子
の
增
大
に 

よ
ヴ
て
效
I
を
減
す
る> j V

J

を
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
口
統
計
に
.つ
い
て
英
國
は
愛
蘭
土
^
英
蘭
及
威
览 

ぐ
し
蘇
格
1|
ビ
に
別
つ
'て
成
功
を
し
て
居
る
。
歐
：洲
.
0中
"
西
部
歐
洲
は
屢
別
個
の
應
位
ミ
.し
て
擧
げ
ら
.れ
る
ゎ
^̂
^̂
 ̂

以
上
略
說
し
て
來
た
觀
察
に
緊
要
な
諸
條
件
を
眼
中
に
置
い
て
铒
び
第
ニ 

i——

谘
H

S
を
見
る
時
、
吾
人
は
如

何
な
る
印
象
を
受
け
る
か
。
菩
人
は
各
國
に
於
け
る
备
時
代
の
人
口
1に
つ
い
て
說
明
す
る
遑
な
き
事
を
減
む
/0
た

 ̂

も
职
著
な
る
諸
點
匕
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
例
へ
ば
沉IT

人
は
明
に
三
S

の
人
Q
を
見
分
け
る
I
ミ
が
出
來
る
。

:.C. 7:
〕

老

年

的

人

■ロ

：
。

古

：
國..
、

.

.

.
主

.ミ

し

て

.農

.業

の

.進

步

に

よ

.

CV:.

て

.人

-ロ

，
を
.雜

-持

す

，

產

.業

的

.廣

動

な

し

。
'
' か
..、

，る

人
 

ロ

は

出

生

率

死

亡

率

の

差

最

も

少

い

。
例

、支

- »
，印

度

>
フ
ー
フ
ン
ス
。
妹

に

印

度

に

於

け

る

實

除

の

出

生

傘

死

亡

萆
 

(

國

勢

調

査

の

そ

れ

よ

り

多

し

)

は

典

に

世

界

第

.

位

な

ら

ん

V
」

稱

せ

ら

れ

る

。

(
B
d
j

 N
a
r
a

s': 

^
0
,
0
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o

c
壯
牢
的
人
口
。
.古
國
、
農
業
著
し
く
進
步
。
エ
業
的
資
源
に
富
み
，
エ
業
立
國
。
炉
、
る
人
ロ
は
出
生
率
及 

死
亡
率
の
差
：中
位I

l
f
、

相
當
の
速
度
を
以
て
it
如
し
つ
'
あ
る
。
®
ま
_

双
^

亡
_

は
共
に
著
し
く
少
い
。

例
、
英
、
獅
、
等
西
歐
X
業
國
U
合
激
國
も
將
に
こ
の
中
に
加
へ
ら
れ
ん
ミ
し
つ
、
あ
る
。
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三)

靑
年
的
人
口
。
新.
開
國
、
農
業
行
は
る
。
人
口
稀
少
，
更
地
饒
多
。.
一
か
>
る
人
口
は
出
生
率
及
死
亡
率
の
羞 

最
大
き
い
。
迅
速
に
增
加
し
つ
、
あ
る
。
例.

濠
洲
> 
力
ナ
ダ
，
等
。
合
衆
國
も
近
年
‘ま
で
こ
の
中
に
あ
つ
た
パ 

:
•
こ
の
中
に
箅
へ
ら
れ
#
べ
き
も
の
に
、
古
阈
で
は
あ
る
け
れ
^
も
、
最
近
に
於
て
社
會
的
經
濟
的
の
大
變
革
起
つ 

.
た
爲
、
人
口
を
作
用
し
で
居
た
諸
要
素
が
全
く
一
新
し
た
爲
，
短
期
間
た
り
？
も
".
や

、

靑

年

的

人

口

の

館

^

承 

す
も
の
が
あ
る
。
封
建
制
度
崩
壤
後
の
口
シ
ャ
、
ト
火
コ
の
«
紳
を
脫
し
讀
る
バ
ル
ヵ
，ン.
諸
國
は
こ
の
例
で
あ
る
。

一
般
に
出
生
率
の
增
加
は
，
髒
術
の
進
步
に
も
か
^P

ら

す

死

亡

率

の■
，加
ど
伴
つ
て
ゐ
る
。
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ブ
ル
ガ
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。
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ン
、
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ン
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日
本
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の
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ァ
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ル
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ド
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著
な
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外
で
あ
る
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、
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移
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民
あ
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な
る
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齡
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す
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あ
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人
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に
お
い
て
出
生
率
芒
死y

率
の
相
關
現
象
は
人
：ロ
動
態
を
規
定
ず
る
諸
恶
素
0
作
用
ょ
b
la
て
當
然
で
あ
レ
、
且
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賞
際
の
統
訐
に
ょ
ろ
で
«
綹
す
.る
に
夥
し
さ
例
外
的
不
规
則
現
象
を
生
，み
出
す
諝
原
因
：は
然
&

ざ
る
も
の
を
出
み
出
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す
諸
搲
因
上
り
1
層
常
在
的
で
み
る
，

〕

せ
を
否
む
こ
ぞ
は
出
來
な
0>
。

.
.

西
平
行
的
相
關
，

然
ら
ば
、
相
關.
の£
容
は
何
で
あ
を
か

。

も
し
も
相
酿
關
係
が
存_

せ
&
ミ
し
得
る
な
ら
ば
そ
の
關
#

の
性
質
は 

一
定
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
"
眾
に
高
き
死
亡
率
は
高
き
故
生
率
^
共
に
あ-

^
繁

出

[-
:
举
は
低
&
出
生
率
ぞ
共 

に

あ

る

ふ

^
け
で
ば
木
足
で
あ
る
。

此
相
關
は
苹
行
で
ぁ
る
：S

す
る
生
死
率
平
行
說
が
あ
る
。
攪
亂
的
な
原
因
を
除
い
て
考
へ
れ
ば
死
亡
率
と
出
生
，
 

率
は
平
行
す
る
。
即
ち
榄
&
的
な
旅
因
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少
な
け
れ
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少
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ほ
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平
行
狀
態
ば
ょ
&
多
ぐ
明
じ
兩
漭
の
間
に
表
れ
る 

(
J
a
c
q
u
e

 

B

l
 

Ion 

: ibid., 

P
P
.

O06
-
9
P

 

s
y
s
d
a
l
e

 
: 

i

lふ pp,, 34
-56

,

藤
村
信
雄
氏
.著
A

口
論
、
大
JH

十
三
年
、
六 

〇
ll’j

丨
六C

五
真)

。
吾
人
は
さ
き
^
人
ロ
動
態
.法
則
の
作
用
ビ
し
て
生
死
は
相
11
.で
あ
つ
：て
"
最
も
眾
«
な
る
場
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於
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行
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ミ
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し
な
が
ら
平
行
關
係
が
結
果
す
る
や
ぅ
な
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件
に
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合
す
る
特
別
.の
場
合
は
現
在
統
計
を
.利
用
し
て
論
じ
得
る
何
れ
の
：國
に
於
て
も
存
在
し
な
い
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J
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れ
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现
象
の
將
來
に
念
い
で
：は
吾
人
は
何
人
ビ
雖
訐
數
的
に
戍
豫
«
し
得
な
い
>」

’ど
を
正
當
ミ
信
ず
る
。
然
し
• 

现
在
に
於
け
る
人
ロ
堺
加
は
各
»

1
般
.の
現
象
で
あ
つ
て
、
页
に
其
增
加
の
狀
態
を
仔
細
に
觀
察
す
る
な
ら
ぱ
"
文 

明
が
人
ロ
疳
加
に
及
ぼ
す
積
極
的
及
浪
極
的
闸
作
用
は
人
ロ
現
象
の
將
來
に
つ
き
少
く
ミ
名
次
の
ニ
つ
の
事
柄
S

大
'に
暗
'示
す
る
.の
.
.1?
:
.あ
.る
，0
,
.
:
即

ち

.。

.

.
：

 

! 

^

,

%

|12
|
.
;は
現
粗
數
に
固
贫
し
な
い
10
\:
:

ペ
li .
.

人
0;
が
齔
定
1>
;
:矿
^'
で
#

加
す
'る
揚
合
"
"そ
れ
ゆ
«
限
；̂

*
旭
を
繼
繊
す
る
_
,こ
.ヒ
が
：出
來
な
い
。
あ

る

不
定 

*;
4-
遨
ざ
將
.來
に
於
で
停
也
的
：̂

^
狀
態
に
入
る
で
あ
ら
ラ
。

'

V

人
邙
烬
現
在
歡
の
ま
V

で
停
咱
u

ir
;

し
ま
わ
な
い
こ
^

は
何
人
i

歸
め
る
で
あ
ら
ぅ
。
停
止
し
な
い
^

す
れ
ば
そ 

押
は
少
久
ボ
t

減
.少
で
あ
る
X

り
難
加
で
お
る
ふ
考
へ
る
方
炉
實
際
的
で
あ
る

で
あ
ら
ぅ
，，
何
故
な
6'
-
ば
人
ロ
^
加 

§

本
則
於
# .
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々
明

に

さ

か

到
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ら
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、
人
®
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當
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き
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ロ
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亡
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を
1

11
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す
ベ
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あ
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ゆ
る

乎 

段
ゼ
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じ
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八
ロ
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防
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す
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る
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樹
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す
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あ
處
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增
_
を 

_

續
す
る
r

>

V

V

R

W
來
な
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宠
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S
れ
た
寧
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翁
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現
象
'が
實
際
に
現
は
れ
な
ぃ
の
«
軍
に
外
» :
條
# :
に
ょ
つ
て.
攪
_
さ 

.
ゲ
>:
,
.爲(

高_

倮
馬
博
士
稿
"
生
死_

少

逆

行

の

法

則

，

經

：：

■
霞

、

ニ.
卷
六
號
、.
大
取
$
年
、f

 
9
1
Q
頁.

で
は
^:
:
ぐ

,>
却
つ
.て
全
f
i榄
雜
さ
れ
る
こ
.

V」

な
ぐ
ん
ば
平
行
現
^
は
®
鋒
の
雜
合
さ
し
て
现
は
^
^
^

け
#

で
あ
.る
， 

ソ
’
 

.

す

，
’

X

紙
>
--
'
哿
人
は
，平
行
法
則
な
右
會
祺
の
使
.刖
嚴
炉
統
晚
的
槪
觀
|5
^

け
れ
と
‘

• 

人
ロ
遯
動
の
あ
る
描
觀
ミ
し
赘
の
抵
^

^
狹
&

も
れ
易
き
も
の
で
あ
る
ミ
考
へ
る
。

费
J
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八

㈣

生
死
,

の
平
行
.が
成
.立
L>
:
:得
な
i
0:
ば
增
加
A:
c
rば
等
舉
を
以
t
無
制
■

に
®

®
繼
續
し
て
行
く
こV

が
出
來 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
，
堦
加
人
口
は
如
何
に
增
加
し
て
行
ぐ
か
。

人
ロ
塘
加
は
常
に
經
濟
條
- #
!
社
會
條
伸
の
改
善
の
度
合
ぜ
.そ
れ
に
：よ
0
て
趙
さ
れ
る
生
活
程
度
上
進
の
齡
，合
の
比 

に
よ
.つ
て
可
能
^
せ
ら
れ
る
。
賞
際
の
ー
場
合
に
ほ
か
、
る
條
件
の
改
善
ぼ
：木

小

ぐ

^

へ
ず
行
は
れ
る
.於
ら
ご
の 

.
作
用
を
鹳
察
す
る
こ
ビ
は
容
易
、
な
い
：。
.叙
述
を
.簡
皞
に
す
•る
爲
に
た
 ̂

つ̂
办
.^.
>
ふ
改
奢
於
行
は
れ
/2
場
が
を 

假
定
す
る
o 

 ̂

J

の
場
合
時
間
の
經
過
と
共
.に
.生
活
：程
度
，̂
上
潘
す
る
：5
相
^

つ
て
あ
る
數
：の
人
口
樹
加
を
可
：能
な
ら 

し
め
る
增
加
餘
猶
を
生
じ
る
。
人
口
は
^

ロ
增
加
に
必
要
：な
.時
間
を
#
し
つ
、
人
ロ
數
#

あ
る
點
比
逯
す
'る
ま
で
遞 

增
的
增
加
率
を
以
て
#
加
し
、
そ
れ
を
越
え
る
時
は
舰
次
遞
減
的
if
加
率
を
以
て
無
限
k
增
加
し
て
不
定
の
あ
る
未 

來
に
於
て
增
加
率
か
零
に
近
似
す
.る
ま
で
繼
緻
す
る
で
あ
ら
う
。
此
增
加
率
を
軌
跡
し
た
るs

f
g
m
o
a

曲
線
の
®
想 

はQ
&
t
d
e
t
,

<
线
1
1
1
1
^
等
の
人
ロ
法
則
の
^-
に
.旣
に
晴
示
さ
れ
、
近
年
彼
等
ピ
は
獨
立
し
て
来
國
の
p
 p

s
r
l

敎
唆 

及
其
協
力
.者
の
生
物
學
的
實
驗
に
よ
：つ
て
明
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。之
等
の
^

!

^

®礎
ど
し
て
l

(

a
d
n
y 

,

Y

a

e«_

年
末"

T
h
e

 R
o
yal  

s
l
s
t
i
s
l

 w
o
d
e
t
y

に
於
で
人
口
增
加
の
ニ
般
的
法
則
奢

發
表
し
な
蘇

參
照)

”
あ
る
人
ロ
增
加
'を
促
す
原
因
は
、
は
じ
め
に
*
增
的
人
口
增
加
率
を
©

D
次
に
*
減
的
入
ロ
垴
加
をM

ずo 

一
定
の
條
件
の
下
に
お
か
れ
た
人
口
が
あ
る
變
化
に
よ
つ
て
ニ
つ
の
反
對
せ
る
結
果
を
如
何
に
し
て
掰
ら
す
か
。

:
あ
る
改
善
が
人
口
の
泔
加
を
促
す
力
を
作
用
し
て
も
其
結
.果
は
直
接
且
即
時
に
八
ロ
堺
加.
率

に

變

動

を

與
へ
な

の〗

.

^

さ 

動
に
附 

隨

す

：

-
馆̂

-
?
=
^
0
.
^
:
“

.

あ

，る

時

韵

.
近̂

づ

—

•
'
に

從

り

て

I衛
次

如

速

度

を

以

て

®
加

す

る

令

■そ

•れ
v->.

同

.時
一

：

播

加

數

が-輿

':

へ
、ら
れ
た
飧
加
餘
猶
に
'「

飽
和
L
す
る
點
に
近
づ
ぐ
に
從
つ
て
坩
加
の
因
難
が
.坩
加
を
促
進
す
る
動
因
ど
交
瓦
作
用
を

は
じ
め
る.
か
ら
"
加
速
度
を
以
て
進
む
增
加
率
：は
闾
'じ
程

度

：
の

洳

速

、
度

'を
以
て
增
加
す
る
妨
書
に
«
逅
す.
る
こ
‘ビ

代
, 

な
.る
'0
そ
し
て
こ
の
計
算
さ
れ
：た
增
加
率
ビ
妨
害
ど
の
差
だ.
け
で
'あ
る
實
際
の
增
加
率
は
あ
る
時
®
に
：於
て
極
限
に. 

達
す
る
で.
あ
ら
5
0
此
後
增
加
現
象
は
飽
和
點
ま
で
つ 
>
ぐ
け
れ
ざ
も
其
增
加
率
；は.
漸
次
遞
減
す
る
0
人
ロ
翁
加
_

。
 

は
增
加
難
猶
發
生
の
時
點
か
：ら
猶
限
»
ま
，で
の
間
遞
增
し
極
限
點
か
ら
飽
和
@
ま
で
の.
間
遞
減
す
る
0 

然
し
^
が
ら
、
以
上
ニ
樣
に
運
動
ヤ
る
增
加
率
を
具
に
觀
察
す
る
な
ら
ば
兩
者
の
間
に
は
そ
れ
を
同
位
に
あ
る
も 

の
？
看
做
，す
こ
ぞ
の
出
來
な
い
差
異
が
あ
る
の
を
見
出
す
で
あ
,̂

う
。
先
'づ
、
極
限
點
は
必
t '
迅
速
に
來
る
。
何
故
な 

&
は
そ
れ
は
增
加
を
促
す
作
用
ミ
終
極
點
に
增
加
を
妨
げ
る
作
用
ヒ
の.
年
衡
す
る
，處.
に
現
は
^

そ
 

れ
は
其
相
對
的
位
麗
^
於
て
何
處
^
も
到
來
し
得
る
。
他
和
斅
は
之
は
反
し
て
無
限
大
0:
求
來.
の
み.
に
到
來
す
，る
0 

•

そ
れ
は
絕
對
的
の
存
在
で
あ
つ
て
絕
對
的
の
位
置
に
於
て
の
'み
^
到
來
す
る
の
で
务
る.
0,
:
:
パ

實
際
の
埸
合
に
は
外
部
條
件
の
改
善
は
大
小
相
つ

い
で
現
は
れ
る
か
ら
、
.あ

る
.改
善
の
あ
ビ
k
迅
速
に
極
限
點
が 

到
來
し
や
う
ざ
し
て
珞
恐
ら
く
は
次
の
改
善
が
现
は
れ
て
其
反
動
的
傾
向
を
抑
へ
て
遞
增
0
做
向
を
續
け
.せ
し
め
，る 

:

:
こW

は
通
常
で
あ
る
。
そ
れ
ミ
同
時
に
.こ
の
繼
賴
的
.な
遞
增
傾
向
は
連
續
的
に
瑰
は
れ
名
改
善
：.に
ょ
づ
て
促
さ
れ
^

1>
の
で
あ
つ
て
、
も
し
改
薺
の
現
は
れ
る
こ
ざ
が
少
.し
で
：も
不
足
で〔

あ
る
：や
う
な
こ
ど
が
あ
れ
：ば
；遞
增
M
向
は
：勿
ち
：
 

極
限
に
達
し
や
.う

き

す

る

の

：
で
.あ

る

。
增
加
率
そ
れ
自
身
は
だ
，へ.ず
極
限
®
に
或
，は

飽

和

點

に

：向

つ

て

進

，ま

ん

さ

す

' 

々
傾
向
を
持
つ
。
之
.を
妨
げ
、
織
續
的
に
，遞
#
的
增
加
を
な
，さ
ム
め
.る
改
善
，は
：外

周
.^
あ

；
つ
て
 

> 
嗜

观

そ

れ

自

身 
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八
六

對
^
獄
接
な
因
某
»
係
を
有
さ
：な
¥
:。'
1他
和
點
-

^

_

@は
增
_
現
象
0
本
艘
>
:極
：限
細
^
^

:

態
^
:あ

耶

ち

人

0
增
洳
漸
減
は
人
ね
動
態
め
本
'來
.の
姐
向
で
め
る
«

#

み
こ
と
^

^

:る
ド
^
，

等
の
他 

.線

は

，た

薦

ビ

人

，ロ
：運

|©
め
腾
史
的
經
過
を
看
ヤ
.之
'に
滦
:'
&
,內
省
を
加
1
:へ
t-
ZL
#

0

a

f̂

一 
0

b

§

§

.生
ル
た
は
す
ぎ
な
い
o 

.
而

し

：て

生

〗

死

相

贿

現

象

を

理

論

的

に
.：取

敗

：
ネ

に
»
て

：
か\
る
過
：渡

：的

現

象

た

る

外

因

.に
：よ
：
る 

a
't
l
l
s
f̂c
つ
い
て
調
製
せ
ら
れ
た
徹
軒
を
漫
然
ど
徳
用
す
る
こ
^
が

如

何

：に

誤

れ

る

か

：

^
§
»

じ

々

處

；で
あ
る
タ 

-

.

六

：等

差

黎
.的
增
加
の
場
合
：

マ' ル
サ
ス
が
人
口 
i
食
料
^yj

の
增
加
，倾
向
を
比
喻
す
る
に.
用

ゐ

找

古

色

蒼

.然

な

 

共 

鳴

者J
rs
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M
ill

の
好
意
あ
る
辯
解
c
lH:: 

P
A

n
d
p
Ies,  

Feo
p
IeV

 e
d
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21 ^
:  a

.)  

k
も
か
一>
わ
ら
.ず
今
日
寄
人 

に
：眞
理
を
暗
示
す
る
：。r

最
善
可
能
な
る
政
策
に
よ
つ
て
へ
又.
農
業
：の«

植
^|
獎_
.
に
よ
：

)

つ
尤
我
邦
の
平
均
收
權
が
次
の 

I  t-H
K

年
間
に
倍
加
：せ
し
め
ら
れ
，#
た
5
考
へ
る
^
ら

ば

そ

れ

，は
®
a
を
以
で
期
待
し
#
:
る
J a
i

0 .
增

加

を

離

め

，
る 

こ
^
に

な

る

，
で

あ

ら

ぅ

0

ぃ
'

:

.

「

令
め
次
の
ニ
.十
五
年
間
に
收
穫
が
四
倍
に
#
加
せ
し
^

#

&
」

る
、
さ
^
想

ず

，
る

こ50ほ
术
1*
能
で
あ

る

O

そ

れ

は

:*
地
の
性
質
^
|«
し
て
©
人
の
^

る
處
ミ
全
ぐ
相
反
す
る
。|_
_「

，•

故
1に
：：人
|1
|)

は
：：̂
|
0な
ぐ
ん
ぼ
ー
‘
..
ー
十
五
：年
11
0

^

^

加
、
即
^

^
何

級

數

的

：

：

に
：增

加.を
繼
■
し

て

行

ぐビ
辦

し

て

も

疋

し

い:%
*

6
ぅ

0」
「

一
：
，.故
^
^
'

地
：；0
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U

現
在
め
狀
態
に
よ
つ
て
考
，.へ
る
に
、
生
'#
資
料
は
產
業
に
.最
も
好
逾
な
る
瓒
境
に
於
て
す
ら
^
算
術
級
數
以：

上
の
，速 

度
..を
■.双
.て
.咐
咖
.せ
ら
^
縣
な
.い 

<し.論
.じ
1:
,誤
ら
な
.
.
‘
い
.
.マ

」

信
す
'
:る
'
1:
0

(-Malthus :■'A
n
:
‘sssay/on:'.-the 

Frfaci、 PIe

i
o
f
_

H 

H.
 -.9k.; 

:
E
v
e
J
y
m
a
n

-v;
.-

x
i
icr,
'; 

.,..p:p'..s-xo_> ...

枚

擧

に

違

な

J
程
の
マ
火

.サ
ス
泥
及
反
マ
ル
サ
ス

®
批

評

家

が

考

へ

る

や

^
'に
彼

は

こ

の

人

n
靖

J
敷

を

實

®

せ
 

ら

る

べ

さ

も

0
ビ
し

て

記

し

た

の

で

な
い
。
彼

は

忠

實

に

:*
料

の

堺

加

割

合

を

傍

記

し

 

'
て

人
！：

！

が

食

料

な

し{:
^

存

し
得
な
い
こ
^
を
論
せ
ん
ど
試
み
て
何
讚
者
の
誤
解
を
招
い
た
。
故
に
人
ロ
が
律
存
じ
浊
殖
す
る
こ
ビ
の
出
來
る
限 

■
度
は
生
活
程
度
に
變
化
な
し
ビ
す
れ
ば
、
等
蒂
級
數
に
よ
る

僧
加
即
食
料
と
等
し
い
爾
加
限
度
ー
で
あ
る
乙
ざ
を
マ
ル 

ダ
ス
、は
暗
■
に
示
し
て
ゐ
る
.

W

考
：へ
も
れ
る
。
' 等
差
級
數
に
よ
る
堦
加
，か
如
柯
，な
'る
率
に
.よ
つ
て
增
加
す
る
か
を
次 

_

の
最
も
简
取
な
數
字
に
よ
つ
マ
訐
算
し
て
見
る
。 

.：
.
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:

實
際
の
塬
合
;©
に
大
な
る
等
差
を
以
て
瑜
加
し
ゃ
ぅ
^
も
增
加
_

の
遞
減
の
事
實
は
雙
ら
な
い
。
も
し
も
產
業
發

達
の
澉
常
な
る
時
代
に
つ
い
て
マ
ゲ
サ
ズ
が
外
輪
に
見
積
つ
た
等
箸
紙
ま
的
な
無
限
僧
加
が
可
能
で
あ
ん
ミ
考
へ
で

も
興
R
よ
つ
て
起
さ
れ
る
出
生
率
^
死
亡
率
S
の
差
は
人
口
增
加
が
進
む
程
遞
減
し
て
決
し
て
平
行
し
な
い
の
で
あ

る
。
あ
る
牟
の
死
，じ
率
に
對
す
る
出
生
率
の
超
過
を
S
、
人
口
を
?

己
し
' 
海
牢
常
數
を
a

w
す
れ
ば
年
々
次
の
如

ぐ
增
細
率
は
減
少
し
て
行

ぐ

"
，
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即
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距
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は
年
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だ
け
狹
ぐ
な
3

、
且
狹
ぐ
な
.る
度
合
を
少
な
ぐ
す
る
。
故
に
兩
者
の
各
點
を
連
絡
し
た
一1

線
は
卒
行
し
な
い
。

’

こ
、
に
も
し
每
年
の
死
亡
.率
及
出
生
率
を
訐
算
す
る
時
の
分
拇
を
各
の
前
年
の
人
口
數
に
浓
め
ず
兩
者
が
r

の
間 

隔
を
有
し
て
居
っ
.た
年
の
人
口
數
に
求
め
る
な
ら
ば
以
上
の
等
.寒
級
數
增
加
の
場
合
に
も

平
行
?
a
象
を
表
は
し
得
る

で
あ
ら
ぅ
。
何
故
な
ら
ば
、
分
子
ビ
な
る
處
の
.每
年
の
增
加
數
は
等
數
.で
あ
っ
て
取
結
果
れ
る
比
は
常
^
等
し
い
か
'

ら
で
あ
る
。
 

• 

•

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

■
 

■
 

*.

人
口
が
も
し
如
斯
等
差
に
よ
っ
て
增
加
す
る
こ
^
が
本
來
で
あ
る
な
ら
ば
か
、
る
出
生
率
死
亡
率
の
間
隔
の
計
算 

に
よ
っ
て
兩
者
の
平
行
を
說
明
す
る
こ
ど
は
妨
げ
な
い
。
本
來
人
口
權
加
の
性
質
た
る
や
生
物
繁
殖
力
の
暗
示
す
る 

ゃ
ぅ
な
，幾
何
的
の
も
の
.で
な
ぐ
經
濟
的
制
限
に
よ
る
算
術
的
の
も
の
で
あ
る
。
各
年
度
：の
例
へ
ば
出
生
率
を
計
算
す 

る
時
に
分
舟
を
其
年
の
人
口
數
に
求
め
且
之
を
比
較
す
■る
時
に
吾
入
は
幾
何
的
意
義
を
有
す
る
出
生
率
比
較
を
觀
察 

す
る
こ
^
は
出
來
る
け
れ
>」

も
算
術
的
意
_
に
よ
る
出
生
率
比
較
を
知
る
こ
^
は
出
來
な
い
0
幾
何
的
の
出
生
率
比 

較
は
生
理
學
的
の
生
殖
能
力
を
知
る
こ
ざ
は
出
來
る
け
れV」

も
經
濟
的
制
限
の
見
地
よ
々
見
た
る
生
活
體
增
加
許
容 

能
力
の
程
度
を
知
る
こV

が
出
來
な
い
。
入
口
論
に
於
て
直
接
購
係
す
る
處
は
あ
る
人
ロ
の
.生
理
.的
能
力
を
知
る
こ 

€

よ
ヵ
も
敏
濟
的
能
カ
を
知
る
$

J
で
あ
る
0

在

來

の

，
出

生

率

ど
共
に
算
術
的
計
寒
に
よ
る
出
生
率
を
も
必
®

ミ
考 

へ
る
。
そ
れ
は
祓
湖
な
る
姆
數
線
紙
に
よ
っ
ヴ
す
る
よ
り
も
人
ロ
銃
計
に
於
け
る
明
*
な
熾
正
法
で
あ
，る
S
考
へ
るO 

.

七

法

則

的

资

當

性
:

.

—

吾
人
は
等
差
級
數
祀
ょ
る
人
口
增
加
が
十
九
世
組
歐
洲
人
口
：の
發
達
に
ょ
つ
て
甚
だ
A

s
的
な
も
の
な
る
こ
v
t

'
V

 

證
.明
さ
れ
た
こ
ざ
の
爲
に
非
赞
際
な
程
に
微
數
な
假
定
で
ぁ
る
€

M

つ
て
は
な
ら
な
い
。
我
國
明
治
維
新
以
後
今
W

に
.到
る
ま
で
の
國
赏
の
增
進
は
前
代
未
聞
で
ぁ
る
。
然
も
其
間
貧
®

の
懸
隔
歐
米
の
如
く
な
ら
ず
、
產
兒
W

節
の
.人

口
的
方
法
は
今
H
に
於
て
も

上
流
®
級
に
も
廣
く
は
知
ら
れ
て
居
ら
な
い
。
更
に
祖
先
崇
秤
家
系
尊
重
の
家
族
虫
義

の
風
湖
未
だ
篤
く
、
殺
兒
墮
胎
は
早
く
か
ら
法
律
輿
論
を
以
て
禁
腿
さ
れ
て
居
た
。
人
ロ
增
加
の
餘
猶
多
か
り
し
ビ

共
に
マ
ル
サ
ス
の
列
擧
し
た
妨
害
は
一
部
し
か
作
用
し
な
か
つ
れ
。
千
九
西
十
三
年(

歐
洲
戰
前
最
後
の
.常
態
印V」

し
て)

に
於
け
る
我
國
の
出
生
死
！J

の
弟
，增
率(

5

ー
 

y八
0/
-
し
は
同
年
に
於
け
る
西
歐
十
御
ガ
國
の
そ
れ
^
比
し
て
和

蘭(

ー
五
*九
7-)

を
除
け
ば
遥
か
に
高
位
に
ぁ
っ
た(

大
正
八
年
日
本
帝
闕
人
ロ
動
態
統
剖
記
述
編
、
ー一

九
頁
り
力

く
て
我
國
の
人
ロ
は
維
新
以
來
如
何
な
る
進
殷
を
遂
げ
た
か
。
次
に
載
す
る
は
各
期
僩
に
於
け
る
每
年
僧
_
內
地
人

D
數
で
あ
る
。
單
位
萬
。
;

.

期 

問 

明

治

3}
:
^

_

九

年

同 

+

-

-
十

四

年

.同

十

五

-

-
十

九

年

同

ニ

十

|

ニ
+
四
年 

同
一
一
十
五一

-
1
1

十
汍
年 

同

H

十——

三
十
四
年

铈
年
差
#
 

H

Q
萬

四
ぐI

萬 

四
七
萬 

四O

萬 

四
ニ
萬 

四
八
萬

I I
議

 

1
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第
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(

六
二
三

〕

死
亡
.
®
坐
^

相

關

の'!
f
i象

第
，五
號

公



笫11.

十

赞

C

六
十

一

四)

死

亡

維

遵̂

^

，の
.現
象''
. 

'

#;
五

號
，

J

-
词1H
十

五
l

H

f

九

年 

四

九

萬 

二
^

同
.
.四

ホ
——

四

十

四

钷

•

六
三
萬 

1

六
萬
，

大
正
一
兀_
.
五
' 

.

」

年 

' 

六
九
萬 

二 H

萬 

同
.
；

六——
八

：.
.年
： 

四
六
萬 

(
i
)
T

萬

.

间

九

^

十

四

年
 

七

五

萬. 

1
1

八

萬

.

(

前
記
、-記
述
綢
、
一
〇
：八
蒐
、
大
正
十
四
年
链
日
哗
鑑

*

1
八
八
1:
，
.大
1£
十
四
锥
十
1
1月
四
日
朿
京
日
々
新
間
、
ょ
リ
訏
8
 

現
今
の
風
潮
を
以
て
進
^

な
ら
ば
人
口
は
恐
ら
く
：こ
の
勢
を
持
し
て
增
加
し
て
行
く
で
あ
ら
ぅ
。
何
S

な
れ
ば
大
王 

六
|

八
年
の
增
洳
數
は
#
殊
な
る
原
因
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
か
、b
で
あ
.る
。
そ
れ
ど
同
#

に

、

等

級

款

.の

等

^
次 

必
ず
し
^

明
治
十
五——

十
九
苹
に
來
め
る
製
は
な
い
。
例
へ
ば
稱
在
年
々
七
十
五
离
の
內
地
人
口
を
增
加
せ
じ
め 

 ̂
,，

あv

る
諸

條

件は 
一ー+

年
^

十
年
の
後
ま
で
も
の
み
な
も
中
西
苹
エ
西
年
.

の

f

で
年
々
同
數
の
人
ロ
份
说
を
つ 

k

け
て
行
く
で
あ
ら
.ぅ
か
。
.
即
ち
ロ
本
内
地
の
-人
ロ
は】
ー
十
年
後
に
は
七
千
五
奸
萬
、
.四
十
年
狻
^
九
千
萬
ノ
西
年 

後
に
壹
億
三
千
五
西
興
，
.1

ー
西
年
後
に
は
ニ
億
一
.千
®

ざ
な
る
。
を
れ
名
可
能
で
あ
る
か
知
れ
な
い
。
然
し
そ
の
墙

加
速
度
は
’決
し
て
無
限
の
米
來
ま
で
:i
:

到
$

#
な
い
の
で
あ
る
:0
: 

■.

.

. 

, 

.
, 

. 

. 

.

等
«*
蔽
8

^
坏
ヵ
，は
其
驰
«:
の
如
が
を
問
は
^n、

人
ロ
僧
*
'の
本
來
の
.傾
向
.V
J#I
容
れ
な
い
も
の
.で
あ
る
。
喂
亂 

¥
作
;|
の
な
し
時
人
ロ
は
^
し
て
等
盖
を
以
て
增
加
し
な
.い
、
況
ん
や
無
限
0
朱
來
>
6で
も
ビ
云
ふ
に
冷
て
を
や
。
 

p
e
a
r
l
-0
s

.(
/
Q
m
o
i
d

II
I
I線
は
增
加
率
R
:つ
：い
，て
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
亦
咐
加
數
に
つ
い
て
で
も
あ
る
，
相
對
^
^
少
で 

も
^
り
絕
對
的
減
^
で
も
あ
る
;p
人
口
は
遂
に
泔
加
が
不
可
能
に
近
似
す
る
あ
る
將
來
に
到
來
す
る
。
堺
加
率
は
前

述

0 :
等

藥

的

鄉

加

を

.
結

果

す

へ

る

'
爲

に

.
耍

す

る

ょ

ダ

速

に

遞

減

.
す

.
る

^.
あ

.
ら

.

5

。.

人
0!
0,
幾
何
級
數
的
咐
加
を
許
さ
な
い
も
の
.は
生
遨
の
S
然
利
學
的
制
限
.ビ
生
•活
程
度
向
上
の
傾
时
ビ
で
f

f
 

雨
赁

M.
如
可
■に
し
て
起
b
IL
作
用
す
る
か
は
難
に
詳
說
す
る
遑
が
な
い
が
、
こ
れ
:&
が
人
11
|
の
幾
何
級
數
^
_
如
を 

:許
さ
^

いw

同
じ
程
度
^
亦
人
口
の
.無
限
'̂
'各
算
術
級
數
的
增
加
を
も
許
さ
な
い
の
'で
あ
名
。
何
故
な
ら
ば
生
產
0 

0

0

0

.一
 

部
は
荷
限
.
®で
.：あ
づV

老

の
利
用
を
增
大
す
る
發
見
發
明
改
良
が
か
、
る
有
限
量
を
無
限
S
に
す
る
こ
ど 

は
米
だ
®

明
§.

れ
<
 

&

な
い
。
而
し
て
こ
れ

を

霊

す
ベ
会
材
料
は
今
日

の
科
學
ji

於
^

文
吾
人
の
經
驗
の
中
に
豐 

富
で
あ
る
。 

、

人
口
.述
動
に
お
け
る
屈
仙
®
に.
達
し
れ
人
口
は
攪
亂
か
ら
免
れ
て
愈
々
そ
の
本
來
の
形
態
を
以
て
增
加
を
つ
く
け 

る
。
其
塯
加
齋
は
：恒
數
ヤ
な
い
'
即
ち
幾
何
級
數
的
增
如.
で
な
い
。
其
增
差
も
恒
數
で
な
い
、.
W
ち
算
術
級
數
的
增 

加
で
も
^
い
：。 

(

パ
« :
咖
を
妨
げ
か
ガ
に
撖
杭
し
て
*
加
を
：

F

能
な
ら
し
め
る
爾
加
餘
猶
に
ょ
つ
て
人
：ロ
が
壞
加
を
つ
< 
け
て
行
く
に 

從
つ
ャ
微
細
な
：る
程
度
.で
_

_
を
增
.し
ナ
く
る
。
其
の
、困
雄
；の
增
大
す
.
.る
程
：度
に
於
：て
入
ロ
增
加
數
は
遞
減
し
"
塘
；
 

加
率
も
ょ
り
速
が
に
遞
減
す
る
。
增
加
數
及
增
加
举
が
遞
減
す
る
每
に
拔
減
差
も
亦
遞
減
す
る
。
即
ち
墦
加
數
及
增 

加
率
ぶ
屈
曲
點
か
ら
遠
ざ
か
る
€

共
に
そ
の
減
差
を
遞
減
し
つ
^
自
>ら
を
遞
減
さ
せ
て
行
く
。*

ヶQ

時
前
年
度
に
對 

す
る
每
年
度
の
增
加
率
は
略
次
の
如
き
苹
易
な
方
法
^

ょ
つ
て
現
さ
れ
得
る
で
#
ら
ぅ
。
こ
の
場
合
の
遞
減
の
速
度 

は
.少
ぐ
^
も
等
差
級
數
の
場
合
に
お
け
る
遞
減
の
速
度
以
上
で
あ
名
。：

而
し
て
此
.場
合
0
增
加
數
遞
«'
は
、
等
#
級 

數
系
列
の
極
限
を
し
て
零
た
ら
し
む
る
性
質
を
有
す
る
系
數
の1

'系
列
を
求
め
て
、前
费
:0
¥

項
を
後
者
の
“
嗔
に
、 

第U

十

卷

(

六
ニ
五
V

死
S

出
_

相
關
の
現
象 

澈

蟲

九

：一

.
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(

六
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Q

死亡
I

:
生
着
關

S

象
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0

§

九ニ

の
i

»

.*
•
し
て
、
以
T
得
た
る
數
の
系
列
を
以
て
す
れ
ば
ょ
い
。.
但
其
系
擻
系
列
^
狗
容
は
人
ロ
に
變
動
を
與

ふ
る
條
件
の
相
違
に
.ょ
つ
て
相
異
る
で
あ
ら 

>フ
0
今

こ

れ

を

宠

意

こ

J
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1
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p
l
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A
る
等
ょ
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:
し

0

M

.

に
、
，*
位
年
の
残
生
率
を
S
、
同
人
ロ
を
P
ど
す
れ
ば
侮
年
の
增
如
率
は 

姻
&

#

い
讲
12
3

H
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喟
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:
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.

だ
け
減
タ
し
"
死
亡
率
及
出
生
率
は
こ
れ
だ
け
づ
S
接
近
し
て
焦g

を
異
に
し
準
線
を
同
じ
ぐ
す
る
ニ
®
の
拋
物
® 

を
作
欠
何
れ7

P

近
似
的
に
重
な
ダ
つ 

>
無
限
大
の
延
長
線
に
於
て
準
線
の
直
交
軸
を
.切
線
ざ
し
て
殆
ん
ざ
交
ら
ぅ
. 

S
す
る
。
こ
の
故
に
：、
-
線
は
平
行
し
な
い
0 

::

_ 

'數

學

的

に

罄k
人

口

堉

加

の

本

來

の

傾

向

を

考

察

す

る

.時
，
海 

ど
云
ふ
こ
ど 

力
出
來
な
.い
け
れ
ご
も
、
、
實
際
0
場
合
殊
に
今
日
文
_
國
に
.於
け
る
場
合
|

增
加
遞
減
の
：速
度
«
妇
つ
い
.で
起
る 

人
口
S

I

に
I

規
則
的
i

慢
に
せ
ら
れ
本
。
或
は
今
日
の
.我
®
に
於
け
る
I

に
I

を
|

す
石
力
が 

抹
稍
^
れ
.て
餘
‘办
る
程
，代
<夥
し
く
揿
加
促
進
.の
カ
が
：働
ぃ
.て
，.る
。
か
ゃ
ぅ
な
場
合
に
は
す
加
遞
減
は
全
く
現
は
れ
す

屈

折

點

は

相C
V

い
ポ
：.前
進

b
て
抒
<
炉
务
遞
#
の
傾
向
を
す
ら
示
す
の
で
あ
る
。
.C, 

V..,'IDrŷ
sdale

は

か

、
る
外
因 

に
ょ
つ
て

^
偶
然

^
各
國
別
に
時
間
的
妃
現
は
れ
て
る
現
象
を
法
則
的
に
說
明
ぜ
ん
ふ
し
て

td
§
&

l

p§
3
。
コ
の 

交
聯
係
數
を
計
算
し
た
の
で
あ

名
o
lt
箅
を
略
し
て
次
に
其
結
果
だ
げ
を
揭
げ
る
：。
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時
代
ょ
々
明
治
に
か
け
：て
我
國
各
地
"

R
#
し
た 

成
は
存す

..

る
瓣
兒
.殺
戮
或
は
生
^
減
殺
の
風
俗
は
，J

め
®
迫
.を
顯
著
に
歡
す
も
の
.で
ぁ
；るo

，

俏
し
死
e

は
悉
ぐ
出
^

^
ょ
つ
て
規
定
さ
れ
る
ど
は
去
ば
れ
な
い
。
®
人
は
i
 
>
に
經
濟
的
理
由
に
ょ
る
死
亡
ビ 

玄
つ
：た
"
'死
亡
ぼ
«
ふ
ま
で
も
.な

丨

そ

れ

自

身

纸

生

(

に

關

係

な('
>
.
,
%
^
_

满

蟹

由
^

ょ

ら

ず

し

て

起

り

，

る

。
乙 

の
場
合
に
限
り
死
亡
は
^
れ
自
»-
動
»

匕
教
4
か
ら
、
從
：つ
^
出
.生
：を
促
す
。
.

.： 

. 

,
次
：.に
、
出
生
が
人
間
の
意
：雄
の
^

^
お
か
れ
る
場
合
邮
^
結
婚
の
.
.延
期
、
自
修
、
避
姙
の
行
は
れ
る
場
合
に
は
其 

程
度
で
死
^:
が
出
生
を
促
す
o 

. 

W
の
.爆
合
に
も
4
死
@
相
[«
;

を
嬰
兒
死
1
|率

率

办

購

係

に

ょ

つ

で

說

明

せ

ん 

?
す
.る
論
者
が
あ
る(

高
田
博
士
着
前
：出
響
七
九
九
丨
八
ぐ
Q
頁
.

)
。
然
し
な
が
ら
出
生
，が
嬰
兒
死
：亡
を
旅
因
ビ
す
る
. 

關
係
ば
、
：嬰
兒
死
1*
:
が
出
生
を
/«
因

ヒ

，
す

夺

關

，係

ほ

^

數
字
^

ょ

：
つ',て
觀
察
す
れ
.ば
嬰
兒
死
亡
.は
，死 

大
率
を
占
め
且
雨
者
は
此
例
す
る
か
‘
、，

れ
さ
出
生
ど
が
#
別
に
關
係
あ
る
が
如
ぐ
見
え
'
^

」

ミ
、
及
$
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兒
を
失
ひ
た
る
•&
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他

の

，子

供

：
の

生

る

、
こv

を
欲
す
る
こ
.运
は
，.事
實
で
あ
る
け
れ
^'
も
そ
れ
を
以
T

1
に
あ
る 

®

因
®

係
あ
る
も
.の
、
や
ぅ
に
考
へ
.
る
こ
ど
は
.出
來
な
•い
'
-生
.死
平
行
法
則
.の
提
唱
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#に
し
.で
，‘死
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先

を
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w

の
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o
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「

死
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C
J
.

は
：

t-V 

0
■死

，巴

者
'
0
.年

徹

、
如
--

何
： '';..i

よ

ら

ず

自
&
.
出

往.•を
.

®
す

傾

肉

が

あ
I
V
«

も

し 

そ
れ
.が
子

供

で

、
あ

る

な

、
ら

ば

1其
.の
兩

親

は.兒
愛

心

の

對

象

ど

し

て

新

，に

子

供

0
生
.る
》

.3も
を

欲

ず

ん

:

。
も
.

し
死
1£
者
が
年
長
者
で
ぁ
れ
ば1

定
0.
銮
»'
が
出
來
て
新
に
其
職
を
得
た
も
の
5:
:
し
て
_

を
鄉
へ
家
#

持
っ
こ
：
を

得
せ
し
め
气
之
れ
又
ー
新
ら
^

き
出
坐
鉍
促
ず
。
.死
&

者
が
老
人
ヤ
あ
つ
て
も
豬
果
は
同
1
^
あ
る
。：
何
故
忧
&
ば

彼
！

g

も
し
貧
.困
者
で
あ
0 ;
;た
な
‘

^
の
死
亡
は
.子
供
等
の
負
«:
を
.輕
減
し
セ
結
.婚
ず
，る
.

能
は
し
め
、
令
し
富
者

で
办
つ
た
な
&
そ
の
遺
產
.栩
續
に
ょ
<>
;
-
<子
供
等
は
家
$

ち
結
婚
を
容
易
代
す
るK)

み
が
出
來
る
や
ぅ
に
な
.る
.か
.

ら
：：で

あ

あ

：る
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死
*0
す
も
割
佘
だ
け
新
な
出
生
が
あ
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も
す
る
0
み
ゼ
ゆ
、
新
婚
密
に
ょ

る
.出
生
0

原
因
を
索
め
る
こ
'ミ
が
^
來
な
い
。
杏
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嬰
兒
令
失
ひ
た
，る
：母
は
粜
レ
て
斯
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に
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ふ
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だ
0
の
出
生
を
す
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遂
行
す
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が
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來
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瓦
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へ
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な
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出
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各
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體
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き
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す
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後
あ
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ゆ
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部
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條
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し
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限
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然
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、
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來
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又
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報
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し
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»
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れ

て
挝
の
中
に
潘
席
を
作
づ
で
ぐ
れ
‘な
え
で
世
帶
を
持
ク
乙
む
は
阻
雛
で
あ
つ
耗
-何

較

黛

難

：で
死
£
が

夥
:̂

く

起 

つ
^
時
多
く
の
齊
年
は
結
嫩
0
出
來
る
，の
?:
'
期
#'
し
て
其
空
席
を
35
:
じ
た
赁
肖
&
&
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s
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タ
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X メ 
■に
づ
.
' い
.て
.も
同
じ
'j 

'ミ
^
語
：&
れ
る
。
古

.

記
に
土
れ
ば
當
_

0
あ
：る
地
；方
.で
は
若
衰
は
結
婚
に
對
す
る
典 

味
を
全
然
も
た
^

>
あ
る
.部
落
^
は
結
婚
年
齡
を
旣
に
越
え
た
劣
女
が
三
十
人
も
居
た
>

そ
し
て
誰
か
結
婚
を
唧
め 

.た

善

る
時
に
は
ロ
を
櫛

へ
て
答

へ

るの
で
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ぐi
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ん
な
辛
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へ
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を
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し
て
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し
ひ
れ
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に
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死
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あ
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人
々
ほ
十
才
以
下
の
小
兒
が
半
分
は
死
ぬ
の
が
0'
然
办
法 

則
だ
と
考
へ
て
子
供
を
生
ん
だ
。
然
し
將
來
は
子
供
に
は「
自
分
で
授
乳
す
る
や
ぅ
^
な
&
、
ニ
年
間
に
た
く f

度
だ 

:け
姙
娠
す
'る
や
ぅ
に
な
る
。
然
ら
^

れ
ば
土
地
が
狹
少
で
#
加
.人
口
を
容
'る
、

に
、足

ら

な

.い
場
所
で
は
* 

二
十
才
で 

出
產
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
.
&な
.
&な

を

，フ
。
.
賢
明
な
る
神
.は
.實
に
水
瘡
を
徒
に
此
世
^

下
し
た
'の
で
は
な
い
。
そ 

れ
は
他
の
諸
病
す
共
に
、
人
類
の
移
住
が
中
北
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
，を
見
針
つ
.て
、
地
，上
^
人
類
の
過
住
す
る 

'
.こ

占

を

豫

：防

す

る

使

命

を

持

.つ
て
瑰
れ
た
ゃ
人
今
は」

」

の
.犬
な
.る
瞥
吿
を
聽
醫
家
.の
：業
^
禁
じ
な
.け
.れ
ば
な
ら 

な
い
C

何
故
.な
ら
ば
■遂
に
は
夫
婦
が
寢
食
を
全
ぐ
別
に
し
て
^

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結

果
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る
で
あ
ら
：

K

 

J
f
t
u
s

 

a
* 

w
a
v 

J
p
w
f 

s
.

 

N
o)
A
: 
i 

パ

•ザ

の

.

.
：
.

7,.,r

夜

.
-
^
:
.
l

.

{

.

脸

；
0

軍

隊

.
0
.
缺

223̂
-

を

.充

す

.
A
V 

n
.
M
U
^
-
.
i
^

ベ

！
し

.

V
」

豪

！5
S

し

た

.

.
'
フ

リ

ヴ

■■'

ツ

、
ス

国

王

眞

趕

を

明

.

.
か

-
^
:肩

_.

.

.

.

.

察
し
た
の
で
あ
づ
な(

N
i
s
:

 ibid., 

p.: 126
)
？

 

•'
,
•■
‘ 

.

.■
,

然
し
な
が
ら
、
結
婚
の
延
期
ヒ
自
制
の
み
に
ょ
つ
て
出
生
を
_

制
し
/2
'時
代
に
，：：は
興
爐
制
は
完
全
に
作
用
し
な
か
. 

つ
た
に
相
違
な
い
。
死
亡
が
ほ
く一

定
の
比
率
：に
ょ
つ
て
鶊
る
常
時
に
は
成
部
分
^
出
：生
‘は
：死
^

の
作
因
に
ょ
6
ず 

し
で
起
.る
0
こ
.れ
人
调
の
意
思
の
下
|;
置
.か
れ
ざ
.り
し
出
生
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
自
體
動
因
ど
な
る
も
の
で
あ
るO 

こ
の
出
生
は
ゝ
死
亡
に
作
用
す
る
。
，
こ

れ

上

述

の

；文
：中

「

其
，程

度

に.於
：て」

と
附
記
し
^
所
以
で
あ
る
。.
不
姙
症
：が
一
掃 

さ
れ
且
效
果
確
實
な
避
紙
法
が
行
は
れ
れ
ば
殆
ん
.r
完
全
に
：死
亡
が
出
生
を
促
ず
'化
到
る
ず
あ
ら
ぅ
。

.

.出
生
が
死
^
を
促
す
場
合
に
も
尙
：死
亡
：が
出
生
：を
促
し
，
§

於
出
生
を
促
ず
を
普
%

€
す
'る
場
合
：に
も
.尙
出
生； 

が

死

，亡

を

促

す

，

=
.ど
が
あ
つ
て
動
因
の
色
彩
は
.單

j

で
な
い
こ
^
は
旣
述
の
通
6
で
あ
る
が
、
：一

報
の
論
者
は
其
湖 

源
に
ft
察

を

施

す

こ

.ビ

な

ィ

た

く

漫

然

^
兩

者

は
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に

原

因

：に

し

て

結

果

た

；
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，

V W

を

說
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作
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ゐ
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あ
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然
し
な
が
ら
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は
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錯
關
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對
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卞
の
明
瞭
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叙
述
：が
足
も
な
：か
.つ
'
:^

爲
狻
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次

紀

死

亡 

に
：作
用
せ
る
を
見
る
の
で
あ
る
，

o」
settiiI§

: 

ibid, p
p
,

06
叾

2)

ど
：芦
つ
’た
け
机
ぞ
も
何
故
か
く
の
如
6 

異
蜱
る
作
用
.を
S
起
.す
か
は
說
P

む
で
居
ら
な
い
。

L
u
a
s 

M
^
r
c
h
:

も
兩
奢
.の
交
互
作
：用
に
つ
い
:t
論
じ
T
居
，：る 

け
れ
ざ
も
深
^V

說
明
を
加
へ
て
M

s
/i
:
. 

,
s(p6popuiation et E

ぶ̂

ni

苷e 

J
S
.
,
A
v
r
.
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1
.
9

(

3
*米
11
!
.博

士

著

前

出

*

、 

—

上
ハ
ニ

ー

四

莨

に

引

照

)

o

:

:

:

V
- 

.

.

. 

:

,

.

出
生
が
死
亡
を
促
ず
之
ろ
死
'
1
_
1
妒

出

生

：を

促

す

で

芩

何

れ

M
芷
^

^
作
用
な
令
や
を
1
:般
に
論
定
す
る
事
は
出 

來
な
.い
0
そ
れ
は
如
何
#
各
カ
が
^

0
歡

を

制

限

：し

て

居

な

か

2
,
ょ
^

.つ
：
て
：異

尨

る

の

「

で

あ

令

以

上*
べ

來
'つ
^

も

の

を

約f

れ

ば

:

: 

.

’

'
ンc

r
}
、

生
死
の
®
係.
は
交
互
的
：̂

^
る.
。

ノ
： 

.

.
,

其
.時

の

動®
が
生
死
の
何
れ
.か

の
-^
方

で

あつ

て

も

、.起
さ
.れ
だ
結
果
«
又
'原
因
贫
な
つ
'€
は
t

め
の
.原
因
の
：出 

現
を
#
す
"
生
は
.死
を
促
ず
時
、」

死
.は
.又
.生
：を
促
す
'。
結
.果
た
る
死
ば
當
然
原
因
だ
る
生
を
^
^
す
る 

> 
死
が
生
を

促
ず
時
•
：生
は
父
死
を
促
す
：o
結
果
.た
る
生
.な
く
し
で
原
因
た
る
死
は
起
ら
な
い
。
か
、
る
交
互
作
用
あ
る
が
.故
に
、 

何

れ

か

.
の

1

方

が

原

因

1:
'

'
あ

ふ

時

に

ゝ

，
原

四

は

連

續

的

に

起

，
つ

て

，自

働

自

.
發

し

，r 

'永

久

.
に

.其
：： S

：

用

の

.
連

®

を

靳

た

：な

い
4

て
れ
迕
.死
-(
7
)
.
:
_
说
女
，探
.ぐ
.
-
6
に
.於
て
遺
遇
‘す
る
第1

難
開
で
も
る
。.こ
0

爲
.に
兩
者
の
.

I

I
 

$滞
雜
を
潘
g
»,る 

.(：！
1

、
死
亡
が
人
意
に
よ
つ
て
完
全
f

£

右
さ
れ
な
い
狀
態
♦か
つ 

< ぐ
さ
-假
定
し
て
、
坩
生
♦か
ス
意
に
從
つ
.て
な
さ

,

れ

名
€
否

ビ

に

よ&
、

働

因

は

死̂
で

あ

ゐ

ミ

包

あ

令
^
出

法

で

あ

名

こ

ぜ

^

勢
 

也
生
が
人
意
ね
從
-5
>
て
欢
さ
れ
る
ゃ
否
ゃ
は
社
會
的
«
境
:(
:
よ
つ」

て
定
ま
々
、
又i

i
i

衰

：
へ

ば

個

人

め

選

擇

妃 

‘次
つ
て
.定
ま
る
。
放
に
<

ロ
1
般
に
つ
い
て
生
面
め
何
れ
：奴
ガ
や
含
論
|1
ず
る
は
魅
で
ぁ
る
9
あ
る
時
代
の
あ
る
社 

.

會

,i
;
取

つ

.
て

去

ふ

時

に

4

其
大
勢
ね
よ
^)
て
判
斷
す
べ
き
：で
あ
る
々
故
に
そ
の
^
斷
食
以
尤
榈
人
を
律
す
る
こ
ゼ
は 

出
來
尨
か
"-

'

'

: 

.

.

.

. 

.
,
.
.
:

大
勢
か
ら
考
へ
て
そ
め
：出
性
が
i

め
原
因
^
*
る

處

そ
.
即
ち
出
生
が_

^
に_
敕
任
さ.
れ
1:
ゐ
'る
處
の.
人
a
‘は 

齒
然
人
ロ
で
あ
る
“
同
'1
!

<
死
^
が
出
生
0
旅_
:
で
ぁ
る
處
#
";_
.

ち

里
.
髮

僦

：
に

：
よ

：
つ
：

^
遍

制

令

れ̂̂

.0
人
口
：'は
文
化
人
a
で
.多
る
。
'人

類

は

文

明

：の
：瞎

光

：苳

共

は

^

に

文

化

人

ロ

べ

轉

^

は

お 

的
妨
时
に
よ
.つ
て
調
制
さ
：れ
、
文
^

<

_は
1
■
的
妨
杪
l:
i
づ
て
«
極
的
妨
げ
を
»

弱
#
心
め
ん
ゼ
す
$

マ

''
'ル
 

サ
：ス
の
道
德
的
抑
制
は
■交
化
的
意
義
深
^
傣
：火
：̂

る
新
遨
德
項
目
で
ぁ
る
。

ノ 

•

!-
魂
在
世
界
人
5

0
火
部
は
文
化
人
'P
I

1 ?
あ

る
。

if
c

の
意
^

に
^

て
死
が
生
を
作
用
す
る
こ
S

は
事
實
で
ぁ
る
べ
為 

喾
‘で
あ
含

ft
し
镄
家
め
論
述

^
か〜

义
意
味
に
本
屯
中
し
て
あ
洚
ネ
伫
獨
斷
的
で
あ
セ
や
ぅ
に
兇
良
岑
^

■:

. 

§

如

何

な

，
名

場

脊
^

も
，
.經
濟
的
膜
.迫

に

'1
も

ざ

，
る

死

亡

ば

，
そ

れ

自

體

_

妃
動
：因
史
^

自
然
人
ロ
に
於
て
も
か
^
:る
死
£
ほ
出
症
に
よ
0
て

起
：あ
れ
：な

い

：

o
疾

病

、

老

衰

：、

.過
失
.等
に
よ
る

死
に
し
て

0
 

濟
的
«
追

：を

蒙

ち

な

い
4
:の
：が
ぁ
る
、
こ
の1:

項
は
、
.死

が

原

因

取

令
^
說

ィ

論

奢

に

，

1.

層
の
根
據
を：

與
へ
る
や
ぅ
，
 

塾
.

1

屮

卷

(

六
：一ニ七.

〕

：
證

：雷

生

庸

關

：

5

^
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五
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塑
ー
十
溜
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六
三
八)

;
死
ぬ
箫
生
_
蜃

の

現

象

广

.
•

. -
璧

鑛

、

1
:
Q四
：

に
見
え
る
。
然
し
こ
れ
は
前
^
の
も
の
？
本
質
«5
.於

て

.«
別
.を
：|
^
,る
の
で
.あ
石
。
へ

' . 

•

:

'■-

: '
■

,
九

相

圖

承

認

：よ
な
發
し
ね
る
特
殊
な
冬
ユ
人
ロ
政
策
：.

パ 

相
關
現
象.
は
人
ロ
增
姐
の
經
驗
的.
の.
表
#
で
あ
る
が
故
に
：>'
あ

ら

ゆ

备

人
,0
政
策
ば
こ
れ
ょ
り
發
し
た
る
も
の
ご 

し
て
取
极
么
こ
ズ
が
出
來
る
け
れ
ざ
も
、
1
こ
、
に
：は
#
殊

な

る

-5
個
の
み-
に
：つ
い
^
論
^

る
。
f
れ
は
生
死
相
關
作. 

用
に.
お
け
る
動
因
に
關
す
る
學
說
か
^
發
す
る
。

,
W母
"
の
硏
梵
に
暗
承
さ
れ
て
，
"死
が
生
を
規
定
す
る
^.
5
を
說
.い
た
W
&
白
§

は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
人
ロ
货
加 

策
^
建
て
書

し
て
る
。
死
が
生
を
規
歲
す
る
^
ら
ば
、
赏
時
國
內
に：

蘇
々
>た
：る
1
§
@
を
@

し
た
5
し
出
生
率
^
少 

は
.死
：苳

何

等

か

の

關

係

.：に

.立
つ
て
居
る
も
：の
で
あ
る
に
猶
違
«

い
：
然
6
ば
：死
^

率

の

減

少

に

よ 

加

：し

以

ズ

佛

國

の

人

0
:を
«
加
.せ
/V
V
す

る

策̂

不

當

で

あ

：
.る
：。

何

故

な

ら

ば

そ

.れ
：は
直
；に
出
生
率
を
低
下
せ
し
め 

る

か
ら
で
'あ
る
。
過
去
六
十
年
間.
の
.歐
洲
0
人
口
.歷
史
を
*

る
に
：死
£
率
：の
：減
.少
碡
殆
ん
オ
こ
れ
ビ
平
行
す
る
出
生
：
 

率
：の
.減
少
を
伴
ふ
の
事
賞
を
證
明
す
る
。

F
a
r
r

が
千
A
f
H七

士1.

年
に
英
國
：に
つ
い
て
豫
定
し
た
こ
の
事
實
ば
本 

國
に
於
.て
文
字
通
4

實
瑰
？
れ
て
.届
る
ば
か
り
で
.な
ぐ
西
歐
各
，國
，殆
ん
：

V

年
を
同
う3

,

て
，.比
.々
.皆
然
り
。
'こ
れ
よ
ヅ 

前
に
.出

生

率

の

減

少

を

見

つ

、

あ

->
.?2
佛
國
の
み
獨
う
其
例
^
免
れ
.る
‘理
由
は
な
い
。
.
.

彼
‘は
觅
|;
.死
.亡
率
低
下
論
者
の
行
は
ん
せ
す
る
如
ぐ
に
®
生

的

施

設

の

改

良

に

よ

：つ
：：
て
虛
：

^5
^
®

や
結
核
性
の
兒 

费
及
成
人
を
死
よ
&
免
か
れ
し
め
た
ど
し
.て
，
も

こ

れ

に
よ

つ
て
得
だ
人
ロ
は
甚
だ
し
く
劣
質
の
も
のv

j

な
る
ぼ
か
う

で
豫
期
通
り
の
堺
加
を
.遂
げ
得
な
い > ；

と
'を
指
摘
し
て
社
會
幺
以
て
森
林
に
脅
へ
.
.

I,

極
の
a
#
.生
%
學
的
論
陣
を
張 

4

'.
0

,で
あ
.る
。J

定
而
積
を
有
す
る
森
林
あ
ら
ぐj.

す
る
。
樵
夫
.が
.其
樹
*.
.を

伐

採

す.る
.時
#

其

切

株'よ
6

新
な
る
樹

木
注
長
.，し
て
又
何
時
し
か
以
前
の
如
く
繁
茂
せ
る
森
林V」.

な
る
。
此
時
：必
中
：心
.も
新
な
る
茁
を
.植
え
る
を
要
さ
な
い
？ 

も
し
も
伐
採
さ
れ
た
淼
林
♦か
自
ら
#
び
繁
茂
せ
ざ
ら
ん
か
、
そ
れ
は
、
伐
裸
の
潙
で
な
く
て
、
外
に
何
物
炉
肖
然
の 

作

用

を

妨

.ぐ

る

原

因

が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て

*
林
*
營
者
は
か
、
る
原
因
を
赊
ぐ
に
：努
む
る >

)

そ
す
れ
樵
夫 

の
：材
棵
を
禁
じ
以
て
淼
棘
の
保
存
を
計
ら
ん
マ」

は
：し
な
い
。
伐
採
を
な
さ
中
し
で
，か
、
る
有
害
な
る
原
因
を
存
«
す
. 

る
ま
>
に
放
任
す
る
な
'4
ば
樹
木
は
，徒
に
老
衰
し
枯
死
し
て
し
ま
ふ
の
み
で
あ
.る
。

_

率
の
低
下
は
人
道
的
に
は
尊
敬
す
ベ
&
仕
事
で
あ
ら
：う
"
：
け

れ̂
も

そ

れ:^
生
物
#

^
は
:^
:
へ

ず

其

成

員

の 

E
新

す

る」 j

ビ
を

天

則

ど

：
な

し

生

命

ど

な

す

の

點

ょ

り

：考

ベ

れ

ば

人

ロ

‘問

題

を

解

決

す

ぶ

こミ
は
出
來
な
い

。

そ

れ
. 

は
。
‘出
生
率
滅
少
倾
向
を
轉
換
し
て

ブ

.
ラン
ス

を

救

.
ふ

乙
ざ
は
出
來
な
い
。
フ
ラ

ン

，
に取
つ
セ
今
必
要
な
.こ
S
は 

出
生
#

の
增
加
で
あ
る
。

cDO
e
r 目 o

n
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D

雪

P
u
l
a
t
i
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_
£E
_
 P

P
*

00
7
-裏

：

云

ふ

ま

：
で

も

な

く

"

死

亡

率

：
の

減

少

の

み

に

'よ
つ
て
人
ロ
增
加
：を
行
ふ
こ
^

は
：意
味
が
少
い
。
人
ロ
增
加
は
死
亡 

率
の
如
何
の
み
.に
よ
つ

て

行

,«
れ
る
の
で
な
く
て
出
生
率
i

の
差
，に
i

^

て
行
は
れ
る
の
¥

あ
る
"
.
'又

死

^

率

の

減
 

少
ぞ
弗
に
常
に
出
生
率
も
減
少
し
つ
ゝ
あ
''
^

«

6
ば
入
.ロ
.：は
®

つ
て
減
少
す
る
か
木
知
：_

«

い
。
何
故
な
ら
f

出
生 

率
の
.減

少

に

は

制

限

が

な

い

，
け

れ

^

も
死
dr
率
姑
或
程
度
以
下
に
.下

る
Z

琴
が
出
來
な
い
か
ら
.で
あ
る
。 

•
煞
ん
な
.，が

ら

、
增

加

率

が

.減
少
す
る
狀
態
、
死
亡
率
の
減
；少
が
出
生
率
.の

減

少

ゼ

促

す

：：が

如

&

外

辋

條

仲

ど

は

國

民
 

の
生
活
.程
度
を
低
下
せ
^

む

る
こ

？

に

成

功

せ

ざ

る

限
；； o

v

r-
T
-
*定
‘以

上

の

人

口

數
^:
扶
養
し
能
：は
ざ
.る
あ
冬
社
' #

的
經 

濟
條
件
の
總
和
で
'

^
る
。
か

ゝ
る
外
的
條
#
を

そ
の
|

>
^.
放
锦
し
«

,
い
：1:
は
%

(£
_
:
0
:減
沙
：に
'
.よ
つ
.て
人」

ロ
增
加 

が
得
ら
れ
ざ
る
以
上
.に
出
生
率
'增
加
に
.よ
つ
：
て

人

ロ
»

加
そ
得
る
'^
.
,
の̂
«

來
«
.
‘い.の
は
.明

白

，
で

あ

る

。

か

>
 
る
狀
ー 

第1.1

十
#

.

.

(

六
三
九)

.

死
^
管

生

：
淖

麓

の

現

像

. 

蜜

號
' 

1
0
其
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笫H

十
卷

ふ

裔

〇)

典

寒

盤

蒲

關
I

象

■

' 

^

1
 

一，2

、
 

.態
の
苦

出

生

：
の

堉

齋

：
凝

ザ

&
れ

て.
％

豳

ち

く

そ

れ

だ

砍

の

：：死

£
を

變

^

こ

れ

は思
霞
な
し
に
行
S
 

れ
fe
出
^
で

あ

るか
ら
出
生
が
原
因
.ビ
«

0
て
5
^
.を
來
&
.
せ
經
濟
的
制
限
:̂
ょ
；つ
^
人
^

る
の

で

あ

を
 

外
的
^
#
:の
改
善
な
し

に
人

ロ
の
健
全
な
^

«
加
«
計

々

得

な

'
い

b

こ
れ
：2

&
日
§

^

死

：が
：
生

を

規

定

す

を

.

」

«:
の_ 

み
を
考
べ
て
、
增
加
餘
猶
の
^
&
場
命
の
出
生
が
死
を
規
笼
ず
る
；j  
S
を
！g
H
た
が
ら
®
や
た
_
論
で
あ
る(

s
 )o

 

.
':生
が

：死

を

規

定

す
る
せ
异

ふ

學

說

から
新
'
:

K

ル
，
ア

巧

主

義

は

|

調

節
0
,
1論

據

を

見出
ず
。
マ
ル
ナ
ス
は
從
來 

ヵ
'ら

，行

は

れ

た

人

ロ

_
制
の
中
禁
欲
を
以
て
自
然
入
_ロ
を
；全
<
文
化
.人
ロ
€
 

.の
方
^VJ

し
C
'其
,
直 

を
高
唱
し
ft
• 
i
れ
は
fe
周

一
の
夢
想
鄉
的
の
議
論
^

あ
る
こ

.̂
が
指
摘
：さ
れ
る
さ
共.
に
之
：を
補
ひ
而
L
T

其
目
的 

達
成
の
爲
に
人
エ
避
姙
に
ょ
る
產
兒
調
節
が
‘主
張
さ
れ
弋
來
 ̂

'

.

:生
：が
：死
を
親
定
す
る
こ
^
_は
現
在
6

日
の
：下

に

行

，は

れ

：
て

居

名

0
生
：は

或

程

度

：ま

で

自

然

の

法

則

に

放

任

し

て

あ 

る
か
ら
人
ロ
增
加
餘
猶
の
有
無
^
.か
> 
わ
ら
'中
起
V
-。
こ
れ
到
る
處
に
«

見
す
る
過
剩
人
ロ
を
作
々
出
す
；の
で
あ
る
。
 

か
、
る
自
然
放
任
.を
完
全
に
制
類
す
る
こ
ミ
^

遨
德
的
抑
制
の
’：ょ
く
^
.
得̂
る
處
：で
な
.い
0 

、
' 

生
が
死
を
規
定
す
る
：が
放u

出
疰
減
，少
す
れ
«:
死

亡

も

亦

減

少

：す

：る
。

'產
兒
_
節
«
久
ロ
を
減
少
せ
し
め
る
も
0 

で
な
い
。
何
故
な
ら
ば
相
生
が
減
少
す
れ
ぱ
入
匂
の
土
に
加
へ
&

る
べ
か
^

ひ
か
ら
で
あ
る
：。
近
世y

於
け
る
出
生
率
減
少
の
趟
勢
.は
決
じ
；て
孤
御
で
な
ぐ
、
ハ
こ
れ
；に
伴
ふ
：て
死
[!
:

率
の
減
少
が 

屢
隨
し
て
る
の
で
あ
る
。
そ
，』

で
彼
等
は
云
ふ
、
產
免
調
節
は
、寧
ろ
人
口
を
增
加
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る(

小
#

^
郞 

氏

奮

站

«

節

の

理

論

县

際

，七
ニ
艮)

0

出

生

の

減

少

に

ょ

つ

，
て

死

亡

•か

減
少
さ
れ

得

るf

ば
.崖

數

め

減

少
 

-il
i

,
に

死

亡

：數

カ

減

少

す

'-
6

こ
.ざ
.が

あ

る.
.か

も

知.れ

な

い

。

即

^
^
彼

等

の

会

ふ

如

く

*
：
兒

.胸

節

は

あ

な

時

人

ロ

を

咐

加

せ

し

，め

を

か

本

知

れ

な

い

。

“.
一

S

人

d
し

か

扶

養

し

得

な

い

條

伸

の

中

に

ゐ

づ

て

4
贿

も

.
®
{
荈

£
す

る

爲

0
出
 

生
が
起
ら
な
け
れ
ば
、
を
れ
‘だ
け
は
消
極
的
な
方
法
で
條
仲
が
改
#'
3
れ
於
.こVJ:

に
な
る
’？
何
故
な
ら
ば
間
も
な
く 

死
£
す
る
爲
の
出
生
は
：何
等
社
會
.に
實
献
す
^
ご
$
な
し
に
あ
^
.量
0
當
を
消
費
ず
.る
か
ら
で
あ
.る
0. :(ct D

r
y
s
—

0,
巴
§_ 

i
b-s
:
，，pp. 

400
1
4
9

) 

ベ

，
.

’ 

.

.

新
.

t

 A

サ
ヾ
ス主
義
者
が
生
死
«

_
作
用
ょ
.

O

出
樂
も
HC
.說
明
す
'る
.點

：は

以

：上

の

：

f
1

つ
、.消

極

的

、.積
極
的
の1

1

者 

に
分
け
&
れ
■る
。
前
者
は
そ
の
人
ロ
政
策
に
ょ
ク
て
自
然
人
ロ
を
怔
瓶
し
生
が
死
を
規
定
す
る
の
.悲
劇
を一
掃
す
る 

を
目
的
か
し
て
、
後
考
は
そ
れ
.を
以
て
そ
の
人
口
政
策
を
說
_
'r
>辯
,

る
も
：̂
で
*
:る
；。
前
者
を
；
^

 .る
：も
の
は 

尠
い
が
，
IE
し

：い
の
：で

あ

名

力

議

論

の

餘

地

は

な

い

，

o
,錄

者

：拉

；つ

い

で

は

替

干

0

^

^

:を

.
|
^
る

々
'

.
V
'
:
.

新
マ.
ル
ザ
ス
主_

が
今
日
ま
で
の
人
ロ
變
避
を.
檢

し

て

其

：
主

張

：を

：
强

：
か

も

1>
む

：：
る

材

料

仑

^̂ 

吾
人樣

11  

づ
の
點
に.
つ
い
て
注
意
を
噢
起.
し

な

け

，れ

ば

な

い

。
I,
ト

: 

..

(

一)

皇

：
の

減‘少

，が‘死
£
を
減
少
せ
し
め
た
度
合
は
實
際
の
：結
：课
0
'
1部
ヤ
^

る
，
死
：亡
_
滅
少
の
傾
向
铽
恕
岂
- 

m
u
g
h
-
B
I
n
t

 

.事
#

ヒ

木.思

薇

に

：
も

各

國

峙

期

を

等

:(
>
ぅ

し.1
:
出
生
_

減
少
.金
蒐
ば
じ
め
た一

;八
七
十
年
代
皁
会
城 

十
九
世
紀
の
初
踉
か
ら
.始
つ
'
.て
居
た
。
'こ

机

產

業

豫

命

：牟
^

^
改
良
連
動
ょ
ヵ
鲒
粜
^

た
る
一
般
.の
连
活
條
#
改
#
 

殊

に"
臀

術'の

進

.
步

に

ょ

名

こ
ミ
多
会

も
の
で

あ

タ

て

、
.
注

產
_

9
減

少.は
こ

れ

に

明

に
#

を
，添
え
/?
で

あ

つ

お

ち

ぅ 

け
れ
ざ
ネ
發
働
的
原
因
.で
も
ー
切
の
原
因
で
も
む
_い
4 

假
^
か

、
る
外
因
.の

作

用

：な

如

，

.つ

た

ヒ

し

；
て
”

：
^

1
 

1
:0
1
增
加
の
幾
分
か
が
產
兒
調
節
に
'1
つ
て
實
現
さ
れ
た
：か
を
考
へ
る
な
ら
ば
思
ひ
半
に
過
ぐ
る
で
あ
ら
ぅ
。
例
へ

|

露

|

|

響

初

年

I

I

の

1
1
屮$

 

(

六-
§」〕

死
‘亡.
1
^
1
傘

湘

赞

：粟
 

,

im 

1
0七



.f
l

t

f(

六
®

?

死
;*
雄
洲
生
％
相
關
.の

瑰
:«
, 

I

踯

l
o

}

山
輩
^
界w

し

て

：

其
；：

耀

め
.、
以
冰
扣
生
率
は
增
加
;0
.
.
|
,
方
で
あ
^

0
に
死
^
.
^
.
_
十
高
'
.一
S
し
：つ

> '

漸
次
滅
'少
：
 

Q

顧
响
を
示
し
つ
、
♦
る
。
第
.滿

參

顧
.°
'
卜
..：

；

：.
,,
 

■;
' 

,

.

..

:

;(

H

M
生
0
滅
少
'が
涴
£
を

減

：
少

せ
^
め
る
こ
ざ
歲
程
度
以
^

^

管

な

る

。

出

隹

客

後

益

义

爲

に

，
ょ

.つ

：溪

配

さ

れ

名

や

ぅ

_

£

が

ビ
は
考〈

ら
机
な
V

性
:®
の
' 淸
足
を
少
し
も
妨
.げ
す
に
-*
1
生
の
み
;5
:
支
配
す
る
方
法
は
旣
に
久
し
い
以
前
の
學
問 

上
の
發
見
で
あ
る
-.
0
然
^
死
£
を
防
止
す
る
事
は
學
fp
]
的
に
^

%
る
將
康
{:
お
^

て
冬
の
可
能
性
を
示
3
な
い

 ̂

で
在
る 

'理
論
ガ
に
'は

出

生

率

は

：，無

限

に

*

少
；し.得
.か

け

私

デ

も

死

亡
_
 

新
マ
ル
サ
ス
.主
義
の
. 

行
は
.そ

：
各

國.に
お
い
て
現
在
出
生
率
以
'上
(:

保
ち
つ
、
あ
る
諸
原
因
の
中
か
ら
、
無

气

過

失

、
胬
t
.、
唷

今 

迷
信
#

於
除
か
れ
る
時
か
來
れ
ぱ
、
そ
.の

時

也

生*

.?
:
決

定

す

：る

も

の

；は
：社

龠

；の

強

請

式

子

女

を

得

ん

¥

す
る
愁
鑛
：

.
©
み
で
ぁ
る
。
新
.マ
ル
す
ス
主
義
は
：こ
れ
:£
1

0
の
も
の
が
_

<

ロ
を
保
；つ
だ
け
充
分
.0
出
生
率
を
如
何
に
確
保 

し

得

..る

か

を

未

だ

證

明

し

な

い

の

で

ぁ

る

。

か
、

る

假

定

を

想

像

す

る

場

出

生

は

：死

亡

を

減

少

せ

し

め

る

，
>
士

な

.
し

に

減

少

す

る

で
.あ

ら
：
*

r 

s
. ニ)

：

• 

* 

. 

. 

• 

.

吾
人
從
新
マ
,
サ
；ス
.主
義
の
功
果
を
以
て
.出
生
動
处
'說
の
領
域
を
.狹
め
.死
し
运
^̂ 

る
も
の
.ど
考
ン 

へ
.■る
。
斯
マ
^
サ
ス
キ
義
は
出
生
の
減
少
に
ょ
つ
で
死
亡
を
.減
少
せ
し
め
た
の
で
な
<
、
減
少
し
た
死
亡
に
相
意
す 

:̂
>
.ょ
.々
以
>
のt

u

生
を
制
限
し
、
以
.て
：交
5
的
に
.
.、
.問
も
な
：̂

死
^
す

^
爲
の
出
生
..を
防
!]
:
し
た
範
11
1
內
で
死」」

を 

減
少
せ
し
め
た
の
で
南
る
。
然
し
そ

'れ
：は
.動
因n、」

し
.て
で
な
い
ゾ
產
兒
調
節
は
.漫
.然
.た
る
.出
生
妨
害
で
は
な
，い
、
そ 

れ
.は
當
.時
存
，在

す

.̂
僧
加
餘
猶
ズ
死」

し
.に
.
.
.
よ
る
：空
席
ど
.を
充
す
Vへ.
/
i
 

.

定
の
钟
算
ど
_瓜
|

を
以
て
、
逾
最
な
る
數
に

出
生
を
調
®

_
喊
す
.る
.

V
」
.

さ
で
め
..
る
' 

.
1
.
し
そ
’れV

」

の
.場
.合
.敗
生
.が
動
因
.で
.奴
.る
ビ
.す
を
な
ら
ば
何
.を
姨
举
オ
.し
て 

調
節
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
か
。
t

t

の
出
往
動
因
說
は
.生
死
間
の
交
瓦
作
用
を
知
ら
な
か
つ
た
爲
こ
れ
れ
動
因
'の
作 

用
ビ
誤
認
し
た
處
か
ら
生
じ
た
の
ぃ
で
ー
あ
る
0 

. 

. 

•

..

■
I 

.

. 

V .
0 

I
)

新

マ

V
サ

入

主

義

者

が

^
張

す

.る
出

生

動

因

說

，U
對

し

て

フ
ラ
ン
ス
は
例

外

な

り
ミ
の

論

あ
り
。
こ

れ

亦

動

凶

を

觀

察

す

る

^

常

つ 

,
、
.
て

の

列

斷

の

1

例

で

あ

ら

ぅ

o s
a
l
e
e
b
N

傅

士

は

本

5
1
1月

め

0
&
8
^
:誌
上

じ

か

>
る

說

4 -
公

|-
し

0
^

|
7身

：I 9
2
5
r..p- 

1
5
3
〕

フ

ヲ

ン

ス 

r

に

於

け

る

死

亡

卑

引

I

急

：務

4
說

く

ミ

典

1-
生

死

平

行

法

則

に

つ

.い
て

の

新

論

4 >
發

表

し

て

届

る

。 

'
、

■•
•
へ

 

' 

V 

.

.

.

.

.

. 

....

,丨(

註
ー
1〕

此
點
じ
つ
い
て
^
02:
|

1

1は

；
一

般

的

觀

察

^
翳
家
ミ
し
て
の
自
已
の
經
驗
ょ
り
し
て
、
子
女
4>
得
ん
ざ
す
る
慾
望
は
现
今
、
往
時 

'
丨W

異
な
る
處
な
き
こ
ミ
も
論
じ
て
、
民
族
自
遞
の
妾
語
に
判
決
か
與
へ
て
届
る
。
然
し
宄
炉
ら
取
な
る
子
女
慾
ば
必
す
1

1
瓶
接
11
也

生

_

を

高
 

可
，
め
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
は
人
ロ
餘
裕
4>
決
定
す
る
經
濟
的
條
仲
^
對
立
し
て
*
生
活
程
度
的
上
の
傾
尙
Ti
の
：比
|-
於
て
出
生
_
に
作
;-
)
1各
す
る 

ノ 

.
の
で
あ
る
。
同
氏
の
叙
述
は
か
乂
る
心
现
铁
的
な
祓
雜
な
蕺
礎
的
研
究
の
上
ゆ
樹
て
ら
れ
て
あ
る
や
ぅ
で
な
い
。」

' 
抓
ん
や
新
マ
IV
サ
ス
主
罾
⑽
胬 

■
掼
の
呀
は
れ
つ
^
あ
る
賭
國
の
從
來
の
’經

驗

の

溲

然

た

る

例

瞵

は

カ

足

ら

ざ

ん

の

憾

-
^
示

す
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:
■■
.十

相

關

承

認

ょ

レ

發

t
た

：看

雜

の

人

口

論
 

-

.生

死

稱

關
_

は

マ

ル

ナ

ス

贿

及

反

「

マ

ル

ナ‘ス
派

人

，
ロ

論
 

、
へ'
ナ.
ル
サ.
ス'派
人
0'
論
ば
其
論
據
を
人
0
の

增

财

が

生

，
產

賛

料

の

- «
加

ょ

办

速

が

靜

め

、

之

を

調

制

す

”る

自

然

的

及

：文

_

盼

諸

作

用

*;
?:
;

)

ミ

を

圾

て

.其

_

和

狀

廳

：を

說

_

^
、

.併

せ

て

#

制

作

用

办
 

變
*-
—•，
戈

卷

o'
c

g

i

D

'死
亡
樂
此
生
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撒
麻0
税
象 
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^
a
,
^
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S

t

#
 c

六

歡

ブ

死

裏

勘

■

柢
職
篡
象
：
 

P
I
Q 

秦

的

進

歩

を

'提

唱

ま

气

.'

.
'
:
人
ば
，倉
生
活
*.
料
^
备

暈

は_
和

に

ぁ

ら

ざ

る

義

ず

乂

佴

し

其

調

»'
狀

態

は

自
 

生
理
的
現
象
本
來
0
为
に
ょ
ら
中
'<
?
'
’
«優
作
坍
(;
ょ
る
赭
果
で
ぁ
る
。
調
制
作
風
に
ょ
う
て
*
和
サし

：：

め
6
Vる〜

：

g

 

故
は
人
坊
£

.
は
.：办
る
社
#

に
«:
略

「

定
に
し
て
.ぅ
偶
.

〜

死
亡
魂
出
头
^
何
^

以
て
人
口
數
の
變
動
を
物
繁
S
S
に
對
し
て
調
^

^
る
。.

,'.

反

マ

グ

サ

ス
«

^
ロ
^

は
.其

翁

據

を

人

ロ

，
の

»
加
は
^
趣
的
自
然
現
象
^
し
て
生
活
資
料
の
植
加
限
度
^
制
限
せ 

ら
れ
或
は
其
限
度
に
ま
で
促
進
さ
れ
、
成
は 

>
生
活
資
料
は
：人
口
'の
：增
加
に
隨
つ
て
»
加
さ
れ
将
る
を
認
め
，
こ
?)
. 

以
外
に
外
的
作
用
を
用
ゐ
中
f
も
自
ら
刺
和
狀
態
に
ぁ
る」

說
明
.し
*
併
せ
：て
.制
限
作
用
の
自
然
放
饪
を
楚
1
 

す
る
。
人
ロ
.が
扣
令
時
,

$

^

4^;
瑢
は
生
活
資
料
%
量
'に
.ょ
つ
て
-外
的
：に
^:
限
を
^

活
資
料
の
量V

不
可
^

な
ダ
§
る
» '
係
(̂
*
つ
人
類
の
生
殖
作
用
に
ょ
つ.て
自
，ら
卿
,
き

る

、

が

爲

で

ぁ

る

.
K

U
 

人
口
.の
量
は
谷
の
社
會
に
ょ
ク
て
'爾
.
定̂
に
し
^

偶
々
死
.
或̂
泔
_

の
_

ひ
、.
自
ら
以
て
人
口
數
ど
生
活
資
料
0
暈
は
調
和
.せ
合
る
0,
■.

.Q
u

e
te

le
t

,«
マ
ル.
サ
欠
«
^
^
^
て
;:-
»
人
口
は
^
^
顧
數
的
fc
#
加
す
る
け
れ
^
も》

乙
れ
を
妨
#
す
る
力
は
こ 

れ
の
增
加
速
度
の
平
方
S
等
し
き
故
に
、
幾
何
級.
數
的
に
»

加
す.
る
こ
ど
能
は
ず
、
却
つ
て
增
加
速
度
を
繁
«
滅 

す
る(stir  Fhom
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ミ
論
じ
た
。G

i
a

r
d

が
相
關
關
係
を
認
め
た
，-
ビ
も
人
ロ
は
常
に
生
活
資
料
'ビ
均
*
を
保
た 

ん
：芒
す
る
ち
0 ,
せ
の
反
マ
ル
ナ
ス
.的
人
ロ
.振
則
の
.前
提
ビ
し
て
‘
で
ぁ
つ
た(

米
田
博
±

著
、
前
出
#
、

一
 

四

一
頁)

。 

:
^
r
t
l
l
t
o
n
.

ば
人
口
.が
$

活
資
料
を
超
え
.て
淋
加
.し
.令
ぅ
ど
す
'‘る
.傾
向
，を
信
.じ
な
.い
。
も
し
然
ゲ
せ
，せ
.ば

rv 

?

ン
ス
.の

生
幸
は
何
故
減
少
し
つ\

あ
‘
る
•
か
い
出
注
は
む
し
ろ

■獎
樹
さ
る

V

を
要
す
る

0
;
で
，ゐ
る
。J

w
^
^
f
h 

O
t
f
s
r
-
M
w
r
t
w 

rt..
 
w
r
t
H
K 

は
，

b

.0,ubleday

及

Sadler,

に
ょ
办
て
毕
く
か
ら
唱
へ
.
£れ
た
生
活
程
度
と
生
殖
カ
の
比
例
的
傾
向
を
最
近
の
«
驗

に
よ
办
で
展
開
し
生
死
に
關
す
る
反
マ
ル
サ
ス
的

^

則

を

論

じ

て
居
る
が
、
，彼
も
亦
相
關
關
係
を
認
め「

あ
る
種
1
 

の
先
天
.的
生
»

力
の
程
度
は
そ
れ
の
置
か
れ
T
居
る

環
境
に
於
て
.：0
生

存

ヵ

(
c
a
p
a

Q.t
y
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f
o
r

 

s
u
r
v
i
v
a
l
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:̂
0
,
生

物

界0
|
'般
魄
象
か
ら
，
人
ロ
動
1
の 

各
例
に
つ
き
論
じ
て
居
る
？
死
£

1ミ
出
生
ど
.の
：間
に
は
あ
る
原
因
.の
.交
錯
せ
_る
も
0
が
あ
つ
て
相
率
ゐ
以
て
自
ら
生 

活

資

料

の

量

'
ど

人
ロ
數
^

を
常
に
調
和
せ
し
办
る
。：：人
類
@

殆
ん
^

あ
ら
ゆ
る
時
代
に
：於
け
る
典
通
_な
經
驗
式
し
：て 

社
會
の
繁
榮
W

.

C
率
の
減
少
：マ

」

共
に
必
中
出
生
率
も
亦
減
少
す
る
事
實
が
あ
る(

&

0:
;』

ァ
.為

反ス派の人ロ增加觀ば結果を見で歸納

.し
れ
る
疋
論
で
あ
：る
。：：け
れV」

も
こ
れ
は
マ
.
ル
ナ
1

3

 

ん
ビ
し
た
る
處
を
沄
9
た
に
過
ぎ
な
い
.。
マ\

サ
ス
は
人
ロ
增
加
速
度
の
超
過
的
可
能
性
を
袞
ひ
且
こ
の
可
能
性
の 

實
現
は
全
然
不
可
能
で
あ
：る
こ
で
を
示
し
て
居
る
。
' 彼
は
決
し
て
人
ロ
從
常
.に
實
際
.に

幾

何&'
擻

的

に

增

加

し

て

愈
 

科

な

含

人

々

が

生

存

し

生

殖

し

，て

行

は

去

は

な

：か

つ

ね

;
然

る

：
に
、

同,^
く
相
關
現
象
'を
認
め
て
る
へY

u
l
e
::.

は 

大
正
十
三
年
末
の
晚
き
に
於
て
マV

サ
.ス
が
嘗
て
會
員
た
か
し
：事
の
あ
つ
た
，

R
o
y
a
l
‘Statistical, s

o
d
e
t
y

の
講
演
ft 

マ
；グ
サ
ー
スが
歸
e
^

に

ょつ
.て
行
ひ
た
る
兩
級
數
系
列
»

の
展
開
に
於
け
る
、甚
だ
し
さ
差
異
を
評
し
て「

常
人
を
雖 

t-

芯
明
か
に
不
可
能
な
る
狀
態
を
考
へ
る
な
.
6ば
急
遽
：推
論
を
中
止
し
た 

マ
グ
サ
ス
は
侬
然

V
J

し
て
超 

過
し
.た
七
百
萬
人
を
し
て
食
料
な
&

に
.係
ら
ず
生
存
し
且
生
殖
を
遂
げ
：し
.め
ん
ビ
ず
る」
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闕
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現
象
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ニ
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'
;
力 
> 
る
ft
論
は「

食
物
は
人
間
の
生
# :
に
必
要
で
あ
る」

W

の
第
一

版
に
於
け
る
大
前
提
ハ
>

ロ
 

E
s
s
a
y
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etc., 

I. 

ed;rp
‘： I 

H
gを
#
む
も
の
は
は
意
味
を
な
さ
な
い
Q
食
料
は
人
問
の
生
*

に
必
耍
で
あ
る
が
故
に
»
何
級
數
的
に

»
 

加
す
べ
き
可
能
性
釔
有
す
：る
人
0.
も
其
實
際
に
は
算
術
的
級
：數
成
は
生
活
資
：料
の
»
加
_
度
以
上
に 

が
出
來
な
い
0
食
料
は
人
ロ
の
尺
度
で
あ
る
。
も
し
も
こ
、
に
一
定
の
人
口
#
加
が
あ
^
V
Sす
れ
ば
そ
れ
は
出
生
率 

ざ
死
！j

^

が
あ
'る
凾
數
關
係
に
あ
る
こ
ど
に
ょ
：づ
て
食
料
■に
.隨
；ふ
の
で
あ
る
。：
死
亡
率
？
*
に
出
生
.率
も
具
办
>
死 

U

率W

共
に
出
坐
_

も
下
る
o「

I
切
の
國
に
於
て
^
の
合
：
部

の

繁
»
力

.が

實

現

さ

れ

な

い

場

合

に

於

て

は

豫

防

的

制 

限

ど

積

極.的

制

限W

は

相

互に
反

對

に■變
化
し

な

け

れ

S

な

ら
.な
い
：
。
.
即

ち

自

然

的

に

不
健
娥
で
あ
る
が
も
し
く
は 

M
因
の
何
た
る
や
を
問
は
ず 
> 
そ
の
死
亡
雍
が
高
い
所
に
於
で
«
豫

防

的

制

限

：が

少

じ

.し
か
行
は
れ
な
い
°
ま
だ
.
反 

對
に
自
然
的
に
健
康
で
お
'
.つ.て
豫
防
的
制
限
が
'極
め
て
廣
f
行
は
れ
て
ゐ
る
所
1

に
僅
か
で
あ
ら
5
0」(Maltllus : A

n
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マ
ル
サ
ス
は
此
* .
實y

到
る
處
で
遭
遇
し
た
。

ス
ゥ
ィ
ス
で
は
十
七
世
紀
中
葉
以
來
の
人
口
減
少
に 

ル
き 
J
M
. Mu

r
e
t

 

が
有
益
な
石
硏
究(

M

酽
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so-
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を
行
ひ
た
る
結
梁
.を
學
ん
だ
。M

u
r
e
t

は

偶

然

に

も

壯

生

率

の

減

少

ビ

共

に

死

^

率

も
 

著
し 
<

減
少
し
、
®

兒
'の
•成
年
期
到
達
步
合
も
亦
大
な
る> 
£

を
發
見
.じ
た
。
洗
禮
者
敷
多
い
處
に
は
殘
生
率
少
<
 

平
均
*

命
數
も
亦
少
.い
。
彼
は
彼
の
發
見
の
不
见
議
に
«

嘆
し
て
日
く
.「
此
の
疑
問
を
マ
ト
ぐ
爲
.に
私
は
次
の
當
然
な

ふ
推
測
を
試
み
る
。
卽
ち
神
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
於
で
人
口
の
適
©

な
る
苹
衡
を
保
诗
せ
ん
が
爲
に
、
各
國
共
、
生
命 

を
維
持
す
る
ガ
が
生
殖
力
？
反
比̂
あ
,

o
,

や
う
に
定
め
給
6^
,
た
.
る
.
に
も
、^v.

f

る

か

。
，
マ
ル
ナ
ス
：
は

、

か

、

る

現

象

の

理
由
を
奇
跡
の
中
に
蔽
は
ん
ビ
し
、
ヌ
婦
人
の
健
康
ビ
產
兒
力V」

が
逆
比
に
あ
る
ビ
な
す
が
如
&
憶
测
に
訴
ベ
ん
ビ 

す

&
を
明
に
斥
け
て
生
死
相
關
を
以
で
說
明
す
る
。
夥
し
き
死
亡
起
，る
時
は
勞
働
の
需
要
の
坩
加
に
ょ
つ
て
伲
3

る 

、
結
婚
數
の
增
加
及
早
船
な
る
が
故
に
起
る
多
產
、
の
爲
に
"

こ
れ
に
比
例
す
る
出
生
數
の
增
加
が
起
る
。
'然
る
に 

之
^
反
し
て
住
民
の
雠
難
が
大
な
な
さ
§
は
豫
防
的
妨
碧
の
必
要
が
痛
切
：に
感
每
ら
れ
、
之
を
實
行
し
な
け
れ
ば
餓 

•
死
し
な
け
.れ
ば
な
ら
な
い
P

こ
S

に
於
て
晚
婚
の
，風
起
多
年
々
の
結
婚
數
が
減
少
ず
る
の
み
な
ら
ず
結
婚
每
の
.產
兒 

汰
成
少
す
る
。f M

a
l
t
l
m
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死
相
關
を
認
む
る
も
の
に
し
て
マ
ル

サ
ス
：說
は
據
る
も
の
に
新
マ
ル
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ス
主
義
者
が
あ
ゐ
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u
d
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に
ょ 

つ
て
承
認
を
輿
へ
.
6
れ

た(

人
0.
論
> 
マ
ル
サ
ス
說
の
硏
究 
> 
大
56
+

2
年
"

五

四

：八

丨

五

六

三

頁

"
六
0
.
1
1
1
丨

六 

o
六

買
：
>
o生
死
相
關
が
多
く
す
ル
^(

ス
說
’反
對
者
に
1

0
て
發
_

^:
で
_

た
の
は
.奇
.緣
で
あ
る
ど
典
に
、
こ
の
，一.

事 

を
以
で
マ
ル
ナ
ス
の
»
察
に
：©
を
：&
し
彼
.等
の
說
を
#
 

マ
ル
：ナ
ス
.及
其
人
口
說
が
如
何
に
後
世
に
：ょ 

つ
て
！|
饋
さ
.れ
魔
造
さ
れ
た
か
のI

端
を
見
る
こ
^
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
ユ
の1

例
に
つ
さ
て
も
.
.

B
o
n
a
r

の
：言 

は
適
切
で
あ
る

。「

マ
ゲ

サ
.
ス

と

.

一
般
の
：學

界

は
'少

し

も

反*
の

立

場G
お
つ
.
た

の

で
は

な
い

.°
彼

は

常

に

反

對

論

者
 

を
咏
方
で
あ
る

か

の

や

ぅ

に
皿
じ
た
。
彼
は
#

等
：共

同
の
學
祖
の
業
を
繼5

で
行
つ
れ
の
で
あ
る
。」
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の

論

者

が

現

象

の

み

を

_

察

せ

ず

其 

根
本
的
.原
因
を
究

め

る時
：マ
ル
サ

ス
の
說
明
は
首
年
；【

日
の
如
く
.疋
：し
い
こ
i

を
發
M
す
る
で
あ
ら
ぅ(
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,
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「
反
マ
ル
サ
ス
派
が
最
後
に
殘
す
所
0
:有
カ
な
：る
.論
點
は
人
*

の
生
»
カ
は
^

§

«

は
_ょ
.
.つ

ヤ

變

化

す

_る 

V
J0=
こ
ビ
で

あ

る

。
.
勿

論

今0

0
出

生
^

減
少
を
こ
れ
に
ょ
つ
て
せ
ん
ビ
す
る
の
は
誤
つ
て
ゐ
る
。
何
故
な
ら 

ば

银

物

の

機

能

が

半

世

紀

も

じ

ら

は

：
四

半

谀

紀

の

：短

期

«.
で
激
變
に
遭
過
す
べ
し
£

は
認
；め
ら
れ
得
な
い
が
ら
で
あ 

必
。.
然

：し

又

出

生

率

の

減

少

^t

ル
デ
ズ
に
隨
つ
て
豫
_

的
妨
害
_に
，ょ
つ
-て
說
明
す
る
時
、
そ
こ
に
生
殖
力
の
生
尊 

的
變
化
を
®

め
餘
地
は
全
ぐ
與
へ
ら
れ
な
い
で
あ

&
う
か
。

g
o
m
b
e
r
t

は

そ

れ

を

鳳

明

す

る

に

當

つ

て

一

方

^

在 

慾
及
生
殖
力
の
變
化
即
生
.理
的
、
他
方
‘に

1：

層

重

耍

な

る

心

理

的

：原

_

あ
：ぢ&
論
じ
ヤ
居(

る
、

(

§
1
1
1
1
3
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•
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而
し
て
實
驗
室
^
於
け
各
硏
究
の
結
果
は
十
九
世
紀(

以
來
0
こ
の
捕
測
に〔

承
認
を
與
ふ
'る
も
の
で
あ
る
。
 

問
題
は
> 
實

驗

室

に

：於

け

る

動

.物
^

^
の
結
果
が
如
何
な
杏
程
度
支
で
實
際
入
ロ
に
_

は
.：さ
れ
：
る
か
：で

あ

る

々

㈣
入 

も
.
Vれ

雲

い

て
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